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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相

―
「
秋
風
辞
」
注
の
「
三
韻
一
叶
」
「
六
韻
一
叶
」
を
め
ぐ
っ
て
―

（
国
語
教
室
・
漢
文
学
研
究
室
）

太
田

亨

は
じ
め
に

『
古
文
真
宝
』
は
、
戦
国
時
代
か
ら
宋
代
ま
で
の
代
表
的
な
詩
文
作
品
を
選
び
集
め
た
総

集
で
あ
る
。
前
集
と
後
集
か
ら
成
り
、
前
集
に
は
勧
学
文
と
各
詩
体
の
作
品
が
収
め
ら
れ
、

後
集
に
は
各
文
体
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
。
中
国
よ
り
も
む
し
ろ
日
本
の
方
で
多
く
の
支
持

を
得
、
特
に
鎌
倉
時
代
末
か
ら
隆
盛
に
向
か
う
禅
林
に
お
い
て
愛
玩
さ
れ
た
。
そ
の
高
い
支

持
の
影
響
も
あ
っ
て
、
五
山
版
と
し
て
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
』
が
刊
行
さ
れ
る

と
、
そ
の
受
容
に
い
っ
そ
う
拍
車
が
か
か
っ
た
。
禅
林
で
は
、
前
集
よ
り
も
後
集
の
方
が
需

要
が
高
く
、
後
集
に
つ
い
て
は
学
僧
の
講
義
活
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
諸
僧
が
行
っ
た
講

釈
は
抄
物
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
で
も
多
く

の
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
抄
が
存
在
す
る
。

現
存
す
る
多
く
の
抄
物
に
は
、
所
収
作
品
に
対
し
て
多
く
の
禅
僧
が
そ
の
解
釈
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
今
日
に
お
い
て
も
有
用
な
視
座
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に

あ
っ
て
、
多
く
の
禅
僧
が
他
の
作
品
に
も
増
し
て
頭
を
悩
ま
せ
、
熟
考
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
定
ま
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
作
品
の
問

題
箇
所
を
取
り
上
げ
、そ
れ
に
対
し
て
歴
代
の
禅
僧
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
を
検
討
し
、

禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
を
見
て
み
た
い
。

一
、
問
題
点
の
所
在

『
古
文
真
宝
後
集
』
巻
一
に
、
漢
の
武
帝
が
製
し
た
「
秋
風
辞
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

序
に
よ
れ
ば
、
武
帝
が
河
東
郡
に
行
幸
し
、
地
の
神
で
あ
る
后
土
を
祀
る
に
際
し
、
途
次
に

長
安
を
顧
み
て
群
臣
と
宴
会
を
始
め
、
大
い
に
興
に
乗
っ
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

作
品
を
次
に
挙
げ
る
。

秋
風
起
兮
白
雲
飛
、
草
木
黄
落
兮
雁
南
帰
。

蘭
有
秀
兮
菊
有
芳
、
懐
佳
人
兮
不
能
忘
。（
此
三
韻
一
叶
。
）

＊
１

泛
楼
船
兮
済
汾
河
、
横
中
流
兮
揚
素
波
。

簫
鼓
鳴
兮
発
櫂
歌
。
歓
楽
極
兮
哀
情
多
。

少
壮
幾
時
兮
奈
老
何
。
（
六
韻
一
叶
、
錯
雑
成
章
。
楚
詞
之
体
也
。）

＊
２

秋
風

起
こ
り
て
白
雲

飛
び
、
草
木

黄
落
し
て
雁

南
に
帰
る
。
蘭
に
秀
有
り

菊
に
芳

有
り
、
佳
人
を
懐
ひ
て
忘
る
る
能
は
ず
。
楼
船
を
泛
べ
て
汾
河
を
済
り
、
中
流
に
横
た
は

ふ
ん

が

わ
た

り
て
素
波
を
揚
ぐ
。
簫
鼓
鳴
り
て
櫂
歌
発
す
。
歓
楽
極
ま
り
て
哀
情
多
し
。
少
壮

幾
時

あ

い
く
と
き

ぞ

老
を
奈
何
せ
ん
。

秋
風
が
吹
き
、
白
雲
が
飛
び
、
草
木
は
黄
色
に
化
し
て
散
り
、
雁
は
南
に
帰
っ
て
い
く
。
蘭

の
花
が
美
し
く
咲
き
、
菊
が
芳
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
、
あ
の
美
し
い
人
が
思
い
出
さ
れ
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
階
建
て
の
船
を
浮
か
べ
て
汾
河
を
渡
れ
ば
、
船
が
中
流
に
止
ま

っ
て
白
い
波
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
る
。
笛
や
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
、
舟
歌
を
歌
う
声
が
聞

こ
え
る
。
楽
し
み
喜
ぶ
こ
と
が
極
ま
る
と
、
悲
し
い
気
持
ち
が
増
し
て
く
る
。
若
く
意
気
盛

ん
な
時
間
は
ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う
か
、
我
が
身
の
老
い
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

作
品
中
の
＊
１
印
の
箇
所
の
注
に
「
此
三
韻
一
叶
。
」（
此
れ
三
韻
一
叶
な
り
。
）
と
あ
り
、

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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＊
２
印
の
箇
所
に
「
六
韻
一
叶
、
錯
雑
成
章
。
楚
詞
之
体
也
。
」
（
六
韻
一
叶
に
し
て
、
錯

雑
し
て
章
を
成
す
。
楚
詞
の
体
な
り
。
）
と
あ
る
。
こ
の
二
箇
所
の
注
釈
に
対
し
て
、
「
三

韻
」
が
ど
の
字
を
指
す
の
か
、
「
六
韻
」
が
ど
の
字
を
指
す
の
か
、
注
の
置
か
れ
た
場
所
は

適
当
で
あ
る
の
か
等
、
多
く
の
禅
僧
が
疑
問
を
呈
し
、
様
々
な
解
釈
を
残
し
て
い
る
。
以
下
、

①

歴
代
の
禅
僧
の
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
。

二
、
歴
代
の
禅
僧
の
解
釈

歴
代
の
禅
僧
の
解
釈
を
時
代
順
に
取
り
上
げ
る
。
『
古
文
真
宝
後
集
』
に
対
す
る
抄
は
比

較
的
多
数
現
存
す
る
。
抄
に
よ
っ
て
同
じ
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
抄
文
が
異
な
る
場
合
も
あ
れ

②

ば
、
ま
た
、
同
じ
禅
僧
で
も
抄
に
よ
っ
て
異
な
る
解
釈
内
容
の
抄
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
典
拠
と
し
た
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
の
所
在
を
引
用
前
に
明
記
す
る
。

（
引
用
に
際
し
て
は
、
仮
名
抄
の
場
合
や
漢
文
抄
で
も
訓
点
が
振
っ
て
あ
る
場
合
は
書
き
下

し
文
を
施
さ
な
い
。
な
る
べ
く
原
典
の
ま
ま
を
引
用
す
る
が
、
他
書
の
同
抄
と
校
勘
し
、
訓

点
等
を
適
宜
補
正
し
た
。）

〈
仲
方
円
伊
〉

仲
方
圓
伊
（
一
三
五
四
～
一
四
一
三
）
は
別
号
を
懶
室
、
懶
囝
子
と
い
う
。
乾
峰
士
曇
・

友
山
士
偲
等
に
親
炙
し
、
そ
の
学
芸
を
絶
海
中
津
よ
り
受
け
る
。
『
古
文
真
宝
』
を
常
に
講

抄
し
、
「
家
学
」
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
に
所
蔵

さ
れ
る
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
全
十
六
冊
（
以
下
『
東
大
十
六
冊
本
』
と
略
称
）
に
引
用
さ

③

れ
る
抄
を
挙
げ
る
。

懶
囝
子
曰
、
三
韻
一
叶
、
六
韻
一
叶
之
二

注
、
古
今

学
者
不
レ

詳
レ

之
。
必

注
者
、

ケ
ン

ノ

ノ

ヲ

ス

注
二

此

章
之
協
韻
一

、
且
設
二

両

義
一

矣
。
挙
二

韻
之
数
一

、
曰
二

三
韻
一
叶
一

、
挙
二

韻
之

ノ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

テ

ノ

カ
ス
ヲ

フ

ト

テ

ノ

字

数
一

、
曰
二

六
韻
一
叶
一

、
當

未
二

一

決
一
レ

之
。
時
且
双
而
存
レ

之
。
及
下

棄
二

其

三

ノ
カ
ス
ヲ

ト

ニ

タ
ヒ
ト
ツ
ニ

ヲ

テ

テ

ノ

韻
一
叶
之
注
一

、
而
取
中

六
韻
一
叶
之
注
上

、
所
二

其

棄
一

之
注
者
、
迷
而
滞
二
―

在

于
上
一

、

ノ

ヲ

ニ

ヲ

ノ

ノ

ル

ハ

ス

ニ

所
二

其

取
一

之
注
者
、
雖
レ

安
二
―

在

本
位
一

、
九

字
誤

作
二

六
字
一

也
。
我
昔
観
下

注
二

九

ノ

ノ
ト
ル

ハ

ス
ト

ニ

ノ

テ
ナ
ル

ト

ミ
ル

ス
ル

韻
一
叶
一

之
本
上

。
以
レ

是

識
レ

之
云
々
。
…
略
…

ト

ヲ

ヲ

仲
方
は
「
三
韻
一
叶
」
と
「
六
韻
一
叶
」
の
二
つ
の
注
が
古
今
の
学
者
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
言
う
。
「
秋
風
辞
」
の
「
協
韻
」
（
韻
文
で
、
響
き
が
調
和
し
て
韻
を
踏

ん
で
い
る
と
す
る
こ
と
。
後
世
に
お
い
て
韻
が
合
わ
な
い
と
き
、
も
と
は
押
韻
し
て
い
た
と

す
る
こ
と
。
「
叶
韻
」
と
同
じ
。
）
を
注
す
る
に
当
た
っ
て
、
韻
の
数
を
挙
げ
て
「
三
韻
一

叶
」
と
い
う
場
合
と
、
韻
の
字
数
を
挙
げ
て
「
六
韻
一
叶
」
と
い
う
場
合
が
あ
り
、
一
つ
に

定
ま
っ
て
い
な
い
。
「
三
韻
一
叶
」
の
注
は
、
迷
っ
て
付
け
ら
れ
た
た
め
こ
こ
か
ら
削
除
す

べ
き
で
あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
の
注
は
、
本
来
の
注
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
た
め
必
要
だ
が
、

「
六
」
の
字
を
「
九
」
の
字
に
改
め
る
べ
き
と
す
る
。
そ
の
証
拠
に
仲
方
は
「
九
韻
一
叶
」

と
あ
る
注
釈
本
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

〈
信
仲
以
篤
〉

信
仲
以
篤
（
一
三
七
七
～
一
四
五
一
）
は
、
東
福
寺
永
明
院
の
中
に
宗
鏡
軒
を
再
興
し
た

こ
と
か
ら
、
別
に
宗
鏡
と
呼
ば
れ
る
。
四
六
文
に
優
れ
、
惟
肖
得
巌
・
江
西
龍
派
と
並
称
さ

れ
る
。
『
古
文
真
宝
』
の
抄
に
そ
の
注
釈
を
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
『
東
大
十
六
冊
本
』

の
中
で
ま
ず
「
三
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

三
韻
一
叶
、
信
仲
云
、
起
ト
飛
ト
帰
ト
三
韻
デ
一
叶
也
。
叶
韻
ト
云
ハ
、
不
レ

論
二

平
仄
一

、
ヲ

以
二

声
之
叶
一

、
為
レ

韻

也
。
起
之
字
ハ
微
韻
ニ
叶
也
。
又
義
ニ
、
秀
ト
芳
ト
忘
ト
三
韻

ノ

ヲ

ト

ノ

一
叶
也
。
秀
ノ
字
ハ
、
似
レ

不
レ

叶
、
以
二

詩
ノ
淇
澳
篇
一

、
見
則
叶
也
。
猗
ト
磨
ト
ヲ
叶

ヲ

用
也
。
音
ノ
長
シ
テ
似
タ
ル
ヲ
叶

用

也
。
詩
曰
、

緑

竹
猗
猗
、
有
二

斐

君
子
一

、
如
レ

モ
チ
フ

リ
ヨ
ク

イ

タ
リ

ヒ
タ
ル

切
如
レ

磋
、
如
レ

琢
如
レ

磨
云
々
。
是
ヲ
以
見
ル
時
ハ
叶
也
。
猗
ト
磨
ト
ヲ
叶
用
也
。
音

長
シ
テ
似
ル
ヲ
叶
用
也
。
秀
ノ
字
ハ
仄
ナ
レ
ド
モ
長
引
ホ
ド
ニ
、
叶
二

芳
忘
字
一

也
。

ニ

「
起
」
「
飛
」
「
帰
」
が
三
韻
で
叶
韻
で
あ
る
。
そ
の
叶
韻
と
は
、
平
仄
に
関
係
な
く
、
声

太
田

亨
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の
調
子
が
似
て
い
る
こ
と
で
韻
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
起
」
は
上
声
四
紙
韻
に
属
す
る
も
、

「
飛
」
「
帰
」
の
上
平
五
微
韻
に
似
て
い
る
。
ま
た
「
秀
」
「
芳
」
「
忘
」
も
三
韻
で
叶
韻
で

あ
る
。
「
秀
」
は
声
の
調
子
が
似
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
、
『
毛
詩
』
の
「
淇
澳
」
に
「
緑

竹
猗
猗
、
有
斐
君
子
。
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
。
」（
緑
竹
猗
猗
た
り
、
斐
た
る
君
子
有
り
。

切
す
る
が
如
く
磋
す
る
が
如
く
、
琢
す
る
が
如
く
磨
す
る
が
如
し
。
）
と
あ
る
「
猗
」
（
上

平
四
支
・
上
声
四
紙
）
と
「
磨
」
（
下
平
五
歌
）
は
音
の
長
さ
が
似
て
い
る
た
め
叶
韻
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
秀
」（
去
声
四
九
宥
）
も
仄
声
で
あ
る
が
声
の
調
子
が
長
引
き
、「
芳
」

「
忘
」
（
下
平
一
〇
陽
）
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
叶
韻
で
あ
る
と
す
る
。

次
い
で
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

六
韻
一
叶
ハ
先
達
ノ
曰
、
河
波
歌
多
何
ト
也
。
然
レ
ハ
五
韻
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
、
六
韻
ト

云
ハ
不
審
也
。
或
云
、
六
可
レ

作
レ

五

。
或
云
、
可
レ

作
レ

七

。
信
仲
ノ
義
ニ
ハ
、
ヲ
ク

ト

ト

ノ
少
壮
幾
時
云
々
。
幸
ニ
長
句
也
。
幾
時
之
時
ト
云
字
ヲ
入
レ
テ
見
レ
バ
、
六
韻
也
。

ノ

又
以
二

淇
澳
篇
一

見
レ
バ
、
支
韻
ト
歌
ト
叶
ノ
例
ア
リ
。
猗
ト
陀
ト
詩
ノ
注
ニ
ツ
ク
ル
也
。

ヲ

已
上
六
韻
一
叶
也
。

「
六
韻
一
叶
」
は
、
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
が
下
平
五
「
歌
」
に
属
し
、「
五
韻
」

で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
「
六
韻
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
先
人
は
み
な
悩
ん
で
い
る
と
い

う
。
信
仲
は
最
後
の
句
が
長
い
た
め
、
「
時
」
（
上
平
四
支
）
も
叶
韻
で
あ
り
、
こ
れ
を
合

わ
せ
て
「
六
韻
」
と
す
れ
ば
良
い
と
す
る
。
先
の
『
毛
詩
』
「
淇
澳
」
の
「
猗
」
（
上
平
四

支
）
と
「
磨
」
（
下
平
五
歌
）
の
例
が
証
拠
と
な
る
と
い
う
。

〈
天
英
周
賢
〉

天
英
周
賢
（
一
四
〇
四
～
一
四
六
三
）
は
、
別
号
を
玉
林
、
ま
た
は
陂
山
と
い
う
。
学
芸

に
秀
で
、
瑞
渓
周
鳳
と
親
し
か
っ
た
。
桂
林
徳
昌
に
よ
れ
ば
、
天
英
が
書
き
込
ん
だ
『
古
文

真
宝
』
の
秘
伝
本
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
東
大
十
六
冊
本
』
の
抄
に
、
「
或
人
私
云
、

天
英
ノ
云
ク
、
黄
落
ノ
落
ノ
字
モ
叶
韻
ゾ
ト
云
ヘ
タ
ソ
。
」
と
、
天
英
の
解
釈
自
体
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
草
木
黄
落
兮
雁
南
帰
」
の
「
落
」
字
も
叶
韻
で
あ
る
と
す
る
天
英
の

指
摘
を
引
用
し
て
い
る
。

〈
清
原
業
忠
〉

清
原
業
忠
（
一
四
〇
九
～
一
四
六
七
）
は
、
清
原
家
の
儒
学
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
、
宗
業

の
子
で
あ
り
、
良
賢
の
孫
に
あ
た
る
。
号
を
環
翠
軒
、
法
名
を
常
忠
と
い
う
。『
古
文
真
宝
』

の
講
抄
を
行
っ
て
お
り
、
抄
に
し
ば
し
ば
そ
の
見
解
が
出
て
く
る
。
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ

る
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
十
冊
本
（
以
下
『
東
洋
十
冊
本
』
と
略
称
）
は
、
天
隠
龍
澤
・
月

舟
寿
桂
・
彭
叔
守
仙
等
の
抄
を
集
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
東
洋
十
冊
本
』
に
見
え

る
天
隠
の
抄
に
業
忠
の
解
釈
が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

是
ヲ
外
記
常
忠
ニ
問
ヘ
ハ
、
三
韻
一
叶
ヲ
、
落
句
注
ニ
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
、
上
ニ
ヲ
ク
ハ
、

毛
詩
ニ
此
類
ア
リ
。
ナ
ン
章
ト
、
下
ニ
ア
ル
ヘ
キ
事
ヲ
、
上
ニ
オ
ク
コ
ト
多
也
。
ヨ
イ

引
事
ト
云
ソ
。
サ
テ
六
韻
ハ
不
知
ト
云
フ
ソ
。

業
忠
は
、
「
三
韻
一
叶
」
は
最
後
の
句
の
注
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
よ
り
前
の
句

に
置
か
れ
る
の
は
、
『
毛
詩
』
に
よ
く
見
ら
れ
る
方
法
だ
と
す
る
。
『
毛
詩
』
で
は
詩
が
何

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
示
す
の
に
、
末
句
に
置
か
れ
る
べ
き
が
、
そ
の
前
の
句
に
置
か
れ

る
こ
と
が
良
く
あ
る
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
「
六
韻
一
叶
」
の
注
は
な
ぜ
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
と
す
る
。

別
に
叡
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
文
真
宝
彦
龍
抄
』
に
は
、
彦
龍
周
興
が
引
く
業
忠
の

④

解
釈
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
清
三
位
ハ
別
ニ
云
ナ
ル
。
三
韻
一
叶
ト
ハ
微
歌
陽
ヲ
叶
ト
見
ヨ
。
毛
詩
中
ニ
詩
之
マ

ン
中
ニ
叶
也
ト
云
字
ヲ
置
処
多
シ
。
如
此
ア
ル
程
ニ
、
不
能
忘
之
下
ニ
三
韻
一
叶
ト
置

タ
レ
ト
モ
、
只
総
ノ
コ
ト
ヲ
云
タ
也
。
サ
テ
奥
ノ
六
韻
ハ
六
字
誤
リ
。
総
シ
テ
六
字
誤

コ
ト
多
也
。
六
字
ヲ
九
字
ニ
書
タ
ル
本
ヲ
見
タ
。
東
坡
詩
ニ
モ
九
字
ヲ
六
字
ニ
誤
タ
ル

コ
ト
ア
リ
。
飛
字
カ
ラ
何
字
マ
デ
九
字
叶
也
。
三
位
毎
度
此
コ
ト
ヲ
云
ト
也
。
古
文
真

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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宝
ヲ
ハ
不
読
、
講
時
如
此
云
也
。

こ
こ
で
は
「
三
韻
一
叶
」
だ
け
で
な
く
「
六
韻
一
叶
」
の
解
釈
も
提
示
し
て
い
る
。
業
忠
は
、

仲
方
の
解
釈
に
あ
る
よ
う
に
、
「
六
」
が
「
九
」
と
よ
く
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
取
り
上

げ
、
蘇
軾
の
詩
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
言
う
。「
九
」
字
で
あ
る
な
ら
ば
、「
飛
」「
帰
」

「
芳
」
「
忘
」
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
の
九
字
が
叶
韻
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

〈
華
嶽
建
胄
〉

華
嶽
建
胄
（
？
～
一
四
七
〇
）
は
、
別
号
を
樵
隠
子
、
栗
隠
叟
と
い
う
。
学
芸
に
優
れ
、

瑞
渓
周
鳳
と
親
密
で
あ
っ
た
。
笑
雲
清
三
が
編
集
し
た
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
（
以
下
『
笑

⑤

雲
抄
』
と
略
称
）
に
お
い
て
、
桂
林
徳
昌
が
引
用
す
る
華
嶽
の
逸
話
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

松
云
、
或
曰
、
六

字
誤
也
。
蓋

九

字
也
。
未
レ

見
二

其
拠
一

。
恵
日

華
岳
和
尚
、
一

ノ

シ

ノ

ダ

ヲ

ノ

日
書
二

六

作
レ

九

之
出
処

於
片
紙
一

、
寄
二

長
慶
雲
荘
翁
一

。
翁
遣
二

曜
侍
者
一

示
二

喩

于

シ
テ

ヲ

ニ

ヲ

ニ

ス

ニ

シ
テ

ヲ

シ
テ

余
一

、
則
紀
二

之
抄
尾
一

。
丁
亥

乱

失
レ

之
。
吁
、
懶
翁

所
レ

観
、
蓋

此
書
歟
。
惜
乎
。

ニ

ス

ニ

ノ

ニ

フ

ノ

ル

シ

華
嶽
は
、
「
六
韻
一
叶
」
の
「
六
」
の
字
が
「
九
」
の
字
で
誤
り
で
あ
り
、
「
九
」
の
字
に

な
っ
て
い
る
本
を
見
た
と
、
そ
の
出
処
を
示
し
た
手
紙
を
雲
荘
徳
慶
に
送
っ
た
。
雲
荘
翁
は

曜
侍
者
を
遣
わ
し
て
自
分
（
桂
林
）
に
そ
の
出
処
の
メ
モ
を
示
し
て
く
れ
た
た
め
、
そ
れ
を

抄
の
末
尾
に
記
し
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
出
処
と
な
る
本
は
応
仁
の
乱
の
際
に
散
佚
し

て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
「
懶
翁
」
は
懶
室
、
懶
囝
子
を
指
し
、
前
掲
の
仲
方
円
伊
が
見
た
と

す
る
書
も
そ
れ
か
と
推
量
し
て
い
る
。

〈
天
隠
龍
澤
〉

天
隠
龍
澤
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
は
、
別
号
を
黙
雲
と
い
う
。
学
芸
を
惟
肖
得
巌
・

瑞
渓
周
鳳
か
ら
受
け
る
。『
東
洋
十
冊
本
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
、
三
韻
一
叶
ハ
、
三
ノ
字
ハ
二
ノ
字
歟
。
微
ノ
韻
ト
歌
韻
ト
ヲ
云
ソ
。
一
説
ニ
、
只

三
韻
ニ
テ
、
奈
老
何
、
注
ニ
ア
ル
ヘ
シ
ト
云
ソ
。
イ
ヤ
サ
テ
モ
ナ
イ
、
末
句
注
ニ
ア
ル

ヘ
ケ
レ
ト
モ
、
先
只
上
ニ
ヲ
イ
タ
ソ
。
総
ノ
韻
ヲ
三
韻
ト
云
ソ
。
六
韻
一
叶
ハ
何
事
ソ
。

泛
楼
船
ノ
句
カ
ラ
ト
レ
ハ
五
韻
也
。
然
則
六
ノ
字
ヲ
五
ト
ナ
ヲ
ス
ヘ
シ
。
仲
芳
曰
、
此

字
カ
不
審
サ
ニ
、
唐
本
ヲ
見
レ
ハ
、
九
韻
一
叶
ト
ア
ル
ソ
。
ソ
レ
テ
ハ
ヤ
ス
イ
。
総
ノ

韻
カ
チ
ヤ
ウ
ト
九
韻
也
。
是
ヲ
外
記
常
忠
ニ
問
ヘ
ハ
、
…
（
上
述
の
清
原
業
忠
の
解
釈

を
引
用
）
…
。

「
三
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、
「
三
」
の
字
は
「
二
」
の
字
で
、
二
韻
は
上
平
五
微
韻
（
「
飛
」

「
帰
」
）
と
下
平
五
歌
韻
（
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
）
の
こ
と
を
指
す
。
一
説
に
よ

れ
ば
「
三
韻
」
と
し
て
、
末
句
の
注
に
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
一
つ
前
の
韻
の
句
末
に
そ
の
注

を
置
い
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
こ
の
解
釈
は
清
原
業
忠
の
説
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

「
秋
風
辞
」
は
全
体
で
三
韻
で
あ
る
の
に
、
「
六
韻
一
叶
」
と
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
「
泛
楼

船
」
の
句
か
ら
見
る
と
、
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
の
五
韻
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

「
六
」
の
字
を
「
五
」
の
字
に
直
す
必
要
が
あ
る
。
仲
方
の
「
九
」
字
に
改
め
る
べ
き
と
い

う
説
を
業
忠
に
尋
ね
て
い
る
が
、
業
忠
は
上
述
の
よ
う
に
分
か
ら
な
い
と
す
る
。

〈
了
庵
桂
悟
〉

了
庵
桂
悟
（
一
四
二
五
～
一
五
一
四
）
は
、
は
じ
め
道
号
を
桃
渓
と
い
っ
た
が
、
土
御
門

天
皇
よ
り
室
号
の
了
庵
を
授
か
り
、
道
号
に
転
用
し
た
。
別
号
を
鉢
袋
子
、
地
名
を
伊
川
と

い
う
。『
笑
雲
抄
』
の
一
元
抄
に
引
用
さ
れ
る
了
庵
の
解
釈
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
抄
云
、
文
明
十
七
乙
巳
仲
冬
十
三
日
、
了
庵
和
尚
降
二

臨

予
奉
行
寮
一

、
話
次

以
二

ン
デ

ニ

ニ

テ
ス

秋
風

辞
三
韻
一
叶
六
韻
一
叶
一

。
和
尚
ノ
義
ニ
曰
ク
、
前
之
三
韻
一
叶
ハ
、
三
韻
ナ
レ

ノ

ヲ

ト
モ
一
叶
ニ
シ
テ
、
河
ノ
字
ヲ
バ
結
前
生
後
ノ
字
ノ
韻
ニ
シ
テ
、
サ
テ
、
河
ノ
字
マ
テ

ヲ
三
韻
ニ
シ
テ
、
又
河
ノ
字
カ
ラ
、
波
歌
多
何
ノ
此
五
字
ヲ
添
ヘ
テ
、
前
ノ
三
韻
一
叶

ヲ
ハ
一
韻
ニ
取
リ
合
セ
テ
、
六
ニ
取
ツ
テ
六
韻
一
叶
ト
ス
ヘ
キ
歟
ゾ
。
以
上
ヲ
挙
ゲ
テ

六
韻
一
叶
、
錯
雑
成
章
ト
云
フ
カ
ゾ
。

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
十
一
月
十
三
日
に
、
了
庵
が
一
元
に
「
三
韻
一
叶
」
と
「
六
韻

太
田

亨
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一
叶
」
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
三
韻
は
「
飛
」「
帰
」
の
一
韻
と
「
芳
」

「
忘
」
の
一
韻
、
そ
し
て
「
河
」
の
一
韻
ま
で
を
合
わ
せ
数
え
て
三
韻
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
が
叶
韻
（
協
韻
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
飛
」
「
帰
」
「
芳
」
「
忘
」
「
河
」
を
一
韻
と

し
て
考
え
、
さ
ら
に
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
の
五
韻
を
合
わ
せ
て
「
六
韻
一
叶
」

と
す
る
。

〈
桂
林
徳
昌
〉

桂
林
徳
昌
（
一
四
二
八
～
？
）
は
、
別
号
を
蕣
闇
、
青
松
と
い
う
。
天
隠
竜
沢
、
清
原
業

忠
等
と
親
交
が
あ
っ
た
。
『
古
文
真
宝
』
に
造
詣
が
深
く
、
幾
度
も
そ
の
講
義
を
行
っ
た
。

一
元
光
演
は
そ
の
講
義
を
聴
く
。

こ
こ
で
は
、
『
笑
雲
抄
』
を
取
り
上
げ
る
が
、
ま
ず
「
何
晦
夫
古
今
文
鑑
句
解

云
、
前

ニ

ノ

四
句

係
二

両
句
一

換
レ

韻
。
後

五
句

係
二

同
音
一

協
韻
。
自
成
二

一
體
一

也
。
同
云
、
此
篇

句

ハ

ツ
テ

ニ

フ

ヲ

ノ

ハ

ツ
テ

ニ

ス

ヲ

ノ

語
不
レ

多
而
意
在
二

言
外
一

。
以
二

万
乗
之
君
一

、
得
二

詩
人
吟
詠
之
趣
一

、
其

可
レ

愛

也
矣
。
同

シ
テ

リ

ニ

テ

ヲ

ヲ

レ

ス

云
、
武
帝
処
二

富
貴
之
中
一

。
乃

因
二

少
壮
一

而
思
二

老
之
将
一
レ

至
。
況

他
人
乎
。」
に
対
し
て

ル

ニ

チ

ツ
テ

ニ

フ

ニ

ラ
ン
ト

ン
ヤ

次
の
よ
う
に
抄
す
る
。

松
云
、
或
云
、
晦
夫
唯

以
為
、
此
篇
用
二

微
陽
唐
歌
三
韻

字
一

作
レ

叶
。
殊

不
レ

知
下

起

ダ

ヘ
ラ
ク

ヒ
テ

ノ

ヲ

ス
ト

ト

ニ

ラ

秀
船

三
字

亦

為
中

叶
韻
上

。
其
證
見
二

于
此
篇

三
韻
一
叶
、
六
韻
一
叶
之
注
一

。
覧

ノ

モ

タ

タ
ル
コ
ト

ユ

ノ

ニ

者
可
レ

考
レ

之

云
。
非
二

愚
之
所
一
レ

取

也
。
又
或
云
、
若

以
二

微
陽
唐
歌
一

為
二

一
叶
一

、
何

シ
ト

フ

ヲ

ザ
ル

ニ

ル

シ

テ

ヲ

ゾ

三
韻
一
叶
。
四
字
在
二

陽
唐

下
一

、
挟

在
二

中
間
一

。
又
六
韻
一
叶

亦
不
レ

合

也
。

ナ
ラ
ン

リ

ノ

ニ

ン
デ

リ

ニ

モ

ル

ハ

桂
林
は
、「
微
」「
陽
・
唐
」「
歌
」
韻
の
三
韻
で
協
韻
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
作
品
中
の
「
起
」

「
秀
」
「
船
」
の
三
字
も
協
韻
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
考
え
る
べ
き
と
す
る
が
、
こ
の
説

を
採
用
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
「
微
」
「
陽
・
唐
」
「
歌
」
韻
の
三
韻
で
協
韻
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
こ
で
「
三
韻
一
叶
」
と
い
う
理
由
が
分
か
ら
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の

注
が
陽
韻
（
「
芳
」
）
・
唐
韻
（
「
忘
」
）
の
下
に
あ
り
、
歌
韻
を
含
ま
ず
、
そ
の
中
間
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
「
六
韻
一
叶
」
も
そ
の
数
が
合
わ
な
い
と
す
る
。

次
い
で
『
笑
雲
抄
』
で
は
、
「
六
韻
一
叶
」
の
桂
林
抄
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

松
云
、
懶
囝
子
（
建
仁
伊
仲
峯
）
曰
、
…
（
先
に
挙
げ
た
仲
方
の
抄
を
引
用
）
…
。
余

ケ
ン

侍

レ

几

之
日
、
聞
二

此

談
一

、
而
不
レ

聴
レ

氷

矣
。
其

所
レ

棄

之
注
、
雖
二

迷

而

ス
ル

ニ

ノ

ヲ

ヲ

ノ

ノ

ツ
ル

ウ
テ

在
一
レ

上
、
猶

不
レ

失
二

三
韻
一
叶
之
理
一

。
是
荘
舄

病
二

于
楚
一

而
越
吟
者
也
。
其
所
レ

取

リ
ト

ニ

ホ

ハ

ヲ

セ
キ
カ

ン
デ

ノ

ル

之
注
、
雖
レ

安
二

在
本
位
一

、
九
韻
一
叶
之
九

字
誤

作
二

六

字
一

。
故

学
者
茫
昧

而

ハ

ニ

ノ

ツ
テ

ノ

ニ

ニ

ニ
シ
テ

不
レ

識
二

其

理
一

、
是
後
漢
夏
馥
逢
二

党
錮

禍
一

、
剪
レ

鬚

為
二

治
家

傭
一

。
形
容
変
尽
、

ハ

ラ

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ

ル

ノ

ト

シ
テ

而
兄
弟
尚

不
レ

識

者
也
。
嗚
呼
、
人

亦

不
レ

慎
二

於
出
処
一

、
不
レ

一

二

於
始
終
一

、

ホ

ル

ラ

モ

タ

マ

ヲ

ナ
ラ

ニ

亦
有
二

此

患
一

矣
。

ノ

松
云
、
或
曰
、
六

字

誤
也
。
…
（
先
に
挙
げ
た
華
嶽
の
逸
話
を
引
用
）
…
。
或
者
又
曰
、

ノ

ハ

ク

九
六

両
字
、
往
々
訛
謬
。
坡
集
第
一
、
又
日
本

本

作
二

六
月
二
十
日
夜
渡
一
レ

海
。
唐
本

ノ

ハ

ス

ノ

ニ
ハ

ル

ヲ

ニ
ハ

作
二

九
月
二
十
日
一

。
然

則
九
六
之
参
差
、
、
従
来
有
レ

之
歟
。
愚
云
、
韓
文
読
二

鶡
冠
子

ラ
バ

ル

ム
ニ

一

云
、
鶡
冠
子
十
有
六
篇
。
考
異

六

作
レ

九
。
注

云
、
九
方

作
レ

六
。
今
鶡
冠
子
自
二

フ

ニ

ヲ

ル

ニ

ニ

ニ

ル

ニ

リ

博
選
一

至
二

武
霊
王
問
一

、
凡

十
九
篇
、
此
只
云
二

十
六
篇
一

。
未
レ

詳
。
愚
又
引
レ

之
、
為
二

ニ

ソ

ト

ダ

ナ
ラ

イ
テ

ヲ

ス

九
六
之
證
一

云
々
。
松
云
、
私
云
、
何
晦
夫
句
解

無
二

三
韻
一
叶
六
韻
一
叶
之
注
一

。

ト

ニ

シ

桂
林
は
、
学
問
に
励
ん
で
い
た
頃
、
仲
方
の
解
釈
を
聞
い
て
も
そ
の
是
非
に
つ
い
て
十
分
に

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
三
韻
一
叶
」
が
置
か
れ
る
場
所
を
間
違
っ
て
い
て
も

そ
の
理
を
失
っ
て
い
な
い
の
は
、
越
人
の
荘
舄
が
楚
に
仕
え
な
が
ら
も
越
の
こ
と
を
思
っ
て

越
の
歌
を
歌
っ
た
こ
と
と
同
様
で
あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
が
本
来
の
場
所
に
あ
り
な
が
ら
も

「
九
韻
一
叶
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
の
を
学
者
が
知
ら
な
い
の
は
、
夏
馥
が
党
錮
の
禍
に
遭

っ
た
た
め
、
姿
を
く
ら
ま
し
て
容
貌
を
変
え
る
と
誰
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
と
同
様
で

あ
る
。
人
も
出
処
進
退
を
慎
ま
ず
、
終
始
一
貫
で
な
い
と
、
こ
の
患
い
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
と
、
仲
方
の
解
釈
に
つ
い
て
喩
え
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
補
足
説
明
し
て
い
る
。

次
い
で
、
「
九
」
と
「
六
」
の
誤
用
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
こ
と
の
例
を
挙
げ
る
。
唐
本
の

蘇
軾
集
の
巻
一
に
「
九
月
二
十
日
夜
渡
海
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
六
月
二
十
日
夜
渡

海
」
の
誤
り
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
昌
黎
先
生
文
集
』
巻
十
一
「
読
鶡

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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冠
子
」
に
、
「
鶡
冠
子
十
有
六
篇
」
と
あ
る
が
、
朱
熹
の
考
異
に
よ
れ
ば
「
十
有
九
篇
」
の

誤
り
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
九
」
と
「
六
」
は
書
き
誤
る
こ
と
が
多
く
、「
六
韻
一
叶
」

も
「
九
韻
一
叶
」
の
誤
り
だ
と
す
る
。

桂
林
は
、
『
古
文
真
宝
』
を
複
数
回
講
義
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
講
義
以
外
で
も
『
古
文

真
宝
』
に
つ
い
て
談
義
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
様
子
で
あ
る
。
『
笑
雲
抄
』
の
一
元
光
演
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

然
レ
ド
モ
又
不
審
ア
ル
ゾ
。
六
韻
一
叶
ノ
下
ニ
錯
雑
成
章
ノ
四
字
ヲ
バ
、
何
ト
ス
ベ
キ

ゾ
。
コ
レ
ニ
ツ
イ
テ
松
云
、
後
篇
ノ
漁
父
辞
ノ
韻
ガ
叶
韻
デ
錯
雑
シ
テ
章
ヲ
成
シ
タ
者

ゾ
。
ナ
ゼ
ニ
ナ
レ
バ
、
一
番
ガ
庚
韻
デ
、
清
ト
醒
ト
ガ
一
韻
。
二
番
ガ
支
韻
デ
、
移
ト

醨
ト
ガ
一
韻
。
三
番
ガ
衣
イ
ン
ノ
音
デ
汶
ト
衣
ト
ガ
一
韻
。
四
番
ガ
白
ト
埃
ト
一
韻
。

埃
モ
ク
ハ
ク
ノ
音
ゾ
。
五
番
ガ
又
庚
韻
デ
、
清
ト
纓
ト
一
韻
。
六
番
ガ
濁
ト
足
ト
ガ
一

韻
デ
、
合
セ
テ
六
韻
ゾ
。
コ
ノ
時
ハ
座
牌
カ
違
フ
ゾ
。
ア
ソ
コ
ノ
上
ノ
六
韻
一
叶
、
錯

雑
成
章
ノ
八
字
ハ
、
コ
ノ
漁
父
辞
ノ
末
ノ
注
ニ
置
イ
タ
ラ
バ
然
ル
ベ
キ
歟
ト
、
松
ノ
仰

セ
ラ
レ
タ
ゾ
。
サ
テ
上
ノ
三
韻
一
叶
ヲ
バ
、
六
韻
一
叶
ノ
座
敷
ニ
ヲ
キ
タ
ラ
バ
、
然
ル

ベ
キ
歟
ゾ
。
然
レ
ド
モ
、
結
前
生
後
ナ
ド
ノ
ツ
レ
テ
此
様
ナ
事
モ
イ
ク
ラ
モ
有
ル
ゾ
。

今
コ
コ
ニ
書
ス
ル
ハ
、
講
以
後
、
松
象
駕
ヲ
余
ガ
南
栄
ニ
枉
ゲ
ラ
レ
シ
時
、
此
問
ア
リ
。

文
明
十
四
寅
、
夏
五
月
日
。

文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
五
月
、
桂
林
徳
昌
が
一
元
の
い
る
南
栄
に
寄
っ
た
際
に
示
さ
れ

た
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
時
の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
三
韻
一
叶
」
の
注
が
「
秋
風
辞
」
の
末
句

に
置
か
れ
、
「
六
韻
一
叶
」
の
注
が
次
の
作
品
で
あ
る
「
漁
父
辞
」
の
末
に
置
か
れ
る
べ
き

と
い
う
。
「
漁
父
辞
」
を
「
六
韻
」
と
考
え
る
場
合
、
一
・
庚
韻
の
「
清
」
「
醒
」
、
二
・
支

韻
の
「
移
」
「
醨
」
、
三
・
衣
韻
の
「
汶
」
「
衣
」
、
四
・
「
白
」
「
埃
」
、
五
・
庚
韻
の
「
清
」

「
纓
」
、
六
・
「
濁
」
「
足
」
と
な
る
。

〈
正
宗
竜
統
〉

正
宗
竜
統
（
一
四
二
八
～
一
四
九
八
）
は
、
別
号
を
蕭
庵
、
禿
尾
と
い
う
。
学
問
を
瑞
巌

竜
惺
・
江
西
竜
派
に
受
け
る
。『
古
文
真
宝
』
の
講
義
を
幾
度
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

常
庵
龍
崇
や
河
清
祖
瀏
が
そ
の
講
義
を
聴
い
て
い
た
。
こ
こ
で
は
『
東
大
十
六
冊
本
』
の
抄

を
見
て
み
る
。

常
庵

云
、
蕭
老
師

義
、
飛

字
一
韻
、
帰

字
一
韻
也
。
芳
忘

二
字
、
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

ノ

ノ

ニ

ノ

ノ

ノ

ハ

ノ
時
為
二

一
韻
一

也
。
総
合

為
二

三
韻
一

、
故

云
三
韻
一
叶
也
。
河

字
歌

字
何

字

為
二

テ

ト

ニ

ノ

ノ

ノ

ヲ

ス

一
韻
一

。
カ
キ
ク
ケ
コ
ノ
故
也
。
前

三
韻

加
レ

之
、
為
二

四
韻
一

也
。
波

字

為
二

一
韻
一

、

ト

ノ

ニ

テ

ヲ

ス

ト

ノ

ヲ

シ

ト

多

字

為
二

一
韻
一

、
加
二

此

二
韻
一

、
為
二

六
韻
一
叶
一

也
。

ノ

ヲ

ス

ト

ノ

ヲ

ス

ト

河
清
聞
二

諸

蕭
庵
一

云
、
芳
忘

二
字
、
同
韻
ニ
テ
、
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
ノ
時
、
与
二

飛
帰

二

キ
ク
ニ
コ
レ
ヲ

ニ

ク

ノ

ハ

ト

ノ

韻
一

、
是

同
韻
也
。
飛

字
帰

字
、
為
二

二
韻
一

、
芳
忘

為
二

一
韻
一

。
是

三
韻
一
叶
也
。

レ

ノ

ノ

シ

ト

ヲ

ス

ト

レ

而
此

飛
帰
芳
忘

四
字
之
内
、
抽
二

一
字
一

、
摂
二

于
下

五
韻
一

、
是

為
二

六
韻
一
叶
一

也
。

ノ

ノ

ノ

テ

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

ヲ

ス

ト

或
曰
、
芳
忘
之
二
字
、
悉
曇
之
時
、
大

異

也
。
下
ノ
五
韻
ニ
摂
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
忘
ノ

ノ

シ
ツ
タ
ン
ノ

ニ
コ
ト
ナ
リ

字
ヲ
下
ヘ
ト
ル
ベ
キ
歟
。

又
常
庵

話

云
、
霊
源
老
漢

講
云
、
三
韻
一
叶
、
謂
二

飛

字
芳

字
忘

字
一

也
。
ハ
ヒ

ノ

テ

正
宗

ノ

ハ

ノ

ノ

ノ

ヲ

フ
ヘ
ホ
ノ
相
通
也
。
除
二

帰

字
一

。
故

謂
二

之

三
韻
一

。
又
六
韻
一
叶
、
謂
二

帰

字
河

ノ
ゾ
ク

ノ

ヲ

ニ

フ

ヲ

ト

ハ

ノ

ノ

字
波

字
歌

字
多

字
何

字
一

也
。
カ
キ
ク
ケ
コ
ノ
相
通
也
。
故

云
、
注

、
錯
雑

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ク

ニ

サ
ク

シ
テ

成
レ

章
。
蓋

楚
辞

多
二

此

体
一

也
。
此

義
不
二

分
明
一

、
以
二

前
説

蕭
老
師
之
義
一

、
為
レ

ナ
ス
ト

ヲ

シ

ニ

シ

ノ

ノ

ス

ナ
ラ

テ

ノ

ノ

ヲ

ス

可
也
。

正
宗
の
解
釈
は
講
義
の
度
に
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
存
す
る
。
常
庵
龍
崇
が
聞
い
た
正
宗

の
解
釈
と
し
て
、
始
め
に
引
用
さ
れ
る
解
釈
は
、
「
飛
」
の
字
と
「
帰
」
の
字
を
そ
れ
ぞ
れ

一
韻
と
み
な
し
て
二
韻
と
し
、「
芳
」
と
「
忘
」
の
二
字
を
一
韻
と
み
な
し
、
合
わ
せ
て
「
三

韻
一
叶
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
河
」
と
「
歌
」
と
「
何
」
が
カ
行
音
に
関
連
し
て
通
じ
る

た
め
三
字
を
一
韻
と
み
な
し
、
さ
ら
に
「
波
」
の
字
を
一
韻
、
「
多
」
の
字
を
一
韻
と
み
な

し
、
合
わ
せ
て
六
韻
一
叶
と
す
る
。

次
い
で
河
清
祖
瀏
が
正
宗
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
え
と
し
て
、「
飛
」
の
字
と
「
帰
」

太
田

亨
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の
字
を
そ
れ
ぞ
れ
一
韻
と
み
な
し
て
二
韻
と
し
、
「
芳
」
と
「
忘
」
の
二
字
を
一
韻
と
み
な

し
、
合
わ
せ
て
「
三
韻
一
叶
」
と
す
る
の
は
上
述
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
忘
」
字
を
下
の
「
河
」

「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
の
五
字
と
合
わ
せ
て
六
韻
一
叶
と
す
る
解
釈
は
、
上
述
の
解
釈

と
は
異
な
る
。

ま
た
別
に
常
庵
が
聞
い
た
正
宗
の
解
釈
と
し
て
は
、
「
飛
」
「
芳
」
「
忘
」
が
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

に
関
連
し
て
通
じ
る
た
め
、
三
字
を
「
三
韻
一
叶
」
と
し
、「
帰
」「
河
」「
波
」「
歌
」「
多
」

「
何
」
が
カ
キ
ク
ケ
コ
に
関
連
し
て
通
じ
る
た
め
、
六
字
を
六
韻
一
叶
と
す
る
。

ま
た
『
東
大
十
六
冊
本
』
で
は
上
述
の
箇
所
と
は
異
な
る
箇
所
に
、
次
の
正
宗
の
解
釈
を

引
用
す
る
。

注
、
六
韻
一
叶
、
正
宗
ノ
義
ニ
、
飛
ト
帰
ト
一
韻
、
芳
ト
忘
ト
一
韻
、
河
一
韻
、
波
一

韻
、
多
一
韻
、
歌
ト
何
ト
一
韻
。
合
六
韻
一
叶
也
。
コ
コ
ノ
注
ニ
錯
雑
ト
云
ハ
、
河
ト

歌
ト
何
ト
ハ
、
カ
キ
ク
ケ
コ
通
也
。
河
ノ
字
ノ
下
ニ
、
通
セ
ヌ
波
ノ
字
ア
リ
。
歌
ノ
下

ニ
多
ノ
字
ヲ
用
ル
ホ
ド
ニ
、
歌
ノ
一
韻
ト
云
ヘ
ド
モ
、
通

字

与
二

不
レ

通
字
一

ヲ
、
ウ

ス
ル

ト

ル

セ

チ
マ
ゼ
テ
韻
ヲ
フ
ン
ダ
処
ヲ
、
錯
雑
ト
云
也
。
楚
辞
之
躰
也
ト
ハ
、
楚
辞
ニ
ノ
セ
タ
ル

ホ
ド
ノ
辞
ニ
ハ
、
如
レ

此
錯
雑

成
二

文
章
一

ト
云
心
也
。
此

秋
風

辞
モ
楚
辞
ノ
後
語
ノ

ノ

シ
テ

ス

ヲ

ノ

ノ

第
二
ニ
ノ
セ
タ
ゾ
。

こ
こ
で
は
、
「
飛
」
「
帰
」
を
一
韻
、
「
芳
」
「
忘
」
を
一
韻
、
「
河
」
を
一
韻
、
「
波
」
を
一

韻
、
「
多
」
を
一
韻
、
「
歌
」
「
何
」
を
一
韻
と
し
て
、
合
わ
せ
て
六
韻
一
叶
に
す
る
。
そ
し

て
「
錯
雑
成
章
」
の
説
明
と
し
て
、
「
河
」
「
歌
」
「
何
」
は
カ
キ
ク
ケ
コ
に
関
連
し
て
通
じ

る
の
に
、
「
河
」
の
次
に
「
波
」
が
置
か
れ
、
「
歌
」
の
下
に
「
多
」
が
置
か
れ
、
通
じ
る

字
と
通
じ
な
い
字
が
混
合
し
て
韻
を
踏
ん
で
い
る
か
ら
と
す
る
。
「
錯
雑
」
と
は
韻
の
用
い

ら
れ
方
が
混
合
し
て
い
る
こ
と
だ
と
解
し
て
い
る
。

〈
祖
渓
徳
濬
〉

祖
渓
徳
濬
（
生
没
年
未
詳
）
は
別
号
を
水
拙
、
鶴
峰
と
い
う
。
そ
の
学
芸
は
天
隠
竜
沢
か

ら
学
ん
だ
。『
古
文
真
宝
』
の
講
抄
が
『
東
洋
十
冊
本
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

祖
、
三
韻
一
叶
ハ
、
此
韻
ハ
三
ア
ル
ソ
。
此
三
ハ
叶
韻
ソ
。
六
韻
一
叶
ハ
何
ソ
。
起
字

秀
字
船
字
芳
字
カ
通
ソ
。
六
韻
一
叶
是
也
。
此
義
ハ
ワ
ル
イ
ソ
。
東
坡
詩
ニ
モ
六
字
九

字
カ
マ
キ
レ
ル
間
、
六
ノ
字
ハ
九
韻
一
叶
ソ
。
此
義
モ
知
ラ
ヌ
事
ソ
。
三
韻
一
叶
ニ
モ

カ
サ
ナ
ル
ソ
。
一
義
ニ
六
韻
一
叶
ハ
、
漁
父
辞
ノ
下
ニ
ア
ラ
ン
ソ
。
卒
忽
ニ
コ
コ
ニ
ヲ

イ
タ
ソ
。
ソ
レ
ハ
合
タ
レ
ト
モ
シ
ラ
ヌ
事
ソ
。
漁
父
辞
ヲ
楚
辞
ノ
体
ト
云
ハ
、
ヲ
ン
テ

モ
ナ
イ
コ
ト
ソ
。

祖
渓
は
、
「
秋
風
辞
」
が
三
つ
の
韻
（
微
韻
・
陽
韻
・
歌
韻
）
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の

で
、「
三
」
は
理
解
で
き
る
と
す
る
。
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、「
起
」（
紙
韻
）
「
秀
」
（
宥

韻
）
「
船
」
（
先
仙
韻
）
「
芳
」
（
陽
唐
韻
）
字
を
数
え
る
こ
と
で
「
六
」
に
通
じ
る
と
す
る

が
、
こ
の
説
を
否
定
す
る
。
ま
た
、
「
六
」
字
と
「
九
」
字
の
混
同
に
つ
い
て
も
妥
当
か
分

か
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
六
韻
一
叶
」
は
、
本
来
「
漁
父
辞
」
に
あ
る
べ
き
注
だ
と

し
、
間
違
っ
て
「
秋
風
辞
」
の
注
に
置
い
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
こ
の
説
は
韻
を
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
と
合
致
す
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
か
不
安
を
残
し
て
い
る
。
祖
渓
は
歴
代
の
僧
の

解
釈
を
含
め
て
、
「
六
韻
一
叶
」
に
対
す
る
納
得
の
い
く
解
釈
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

〈
万
里
集
九
〉

万
里
集
九
（
一
四
二
八
～
？
）
は
別
号
を
梅
庵
、
椿
岩
と
言
い
、
庵
名
を
梅
花
無
尽
蔵
と

い
う
。
そ
の
学
芸
は
雲
章
一
慶
等
よ
り
授
け
ら
れ
た
。
『
古
文
真
宝
』
を
始
め
、『
三
体
詩
』

や
蘇
詩
・
黄
詩
の
講
義
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
『
東
大
十
六
冊
本
』
の
抄
を
見
て
み
る
。

又
飛
帰
芳
之
三
韻
一
叶
、
若

以
レ

順

論
レ

之
、
則

三
韻
一
叶
之
注
、
可
レ

置
二

芳

字
之

梅
云
、
林
以
正
注
也

シ

ヲ

ズ
ル

ン
ハ

ノ

ハ

ヲ
ク

ノ

ノ

下
一

。
陽
唐
之
韻
、
通
二

微

與
一
レ

歌
。
故

下

注
云
、
六
韻
一
叶
、
忘
河
波
歌
多
何
之

ニ

ノ

ス

ト

ト

ニ

ニ

ノ

ハ

ノ

六
韻
一
叶
也
。
凡

以
二

三
韻
一
叶
、
六
韻
一
叶
一

、
為
二

不
審
一

、
先
輩
之
異
説
甚

多
。

ソ

ヲ

ト

ノ

タ

シ

今
独

取
二

前
義
一

為
レ

正

矣
。
且
又
以
二

悉
曇
一

言
レ

之
、
則

芳
之
叶
二

微
之
韻
一

、
忘
之

リ

テ

ヲ

ス

ト

テ
シ
ツ
タ
ン
ヲ

ヲ

ン
ハ

ノ

ニ

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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叶
二

歌
之
韻
一

、
不
レ

足
レ

疑
焉
。
毛
詩

亦
有
レ

之
。
三
韻
一
叶
、
六
韻
一
叶
、
文
選

注

ノ

ニ

ニ
モ

リ

ハ

ノ

ニ

無
レ

之
也
。

万
里
は
、
「
三
韻
一
叶
」
の
注
は
「
芳
」
の
字
の
下
に
置
く
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
陽
唐
韻
（
「
芳
」
「
忘
」
）
が
微
韻
（
「
飛
」
「
帰
」
）
と
歌
韻
（
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」

「
何
」
）
に
通
じ
る
た
め
だ
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
飛
」
「
帰
」
と
「
芳
」
を
合
わ
せ

て
「
三
韻
一
叶
」
、「
忘
」
と
「
河
」「
波
」「
歌
」「
多
」「
何
」
を
合
わ
せ
て
「
六
韻
一
叶
」

が
成
立
す
る
と
い
う
。
こ
の
二
注
に
関
す
る
解
釈
は
多
々
存
す
る
が
、
悉
曇
（
梵
字
の
字
母

と
そ
れ
が
表
す
音
声
）
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
疑
う
余
地
が
な
い
と
す
る
。

ま
た
万
里
は
次
の
例
証
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

文
選
廿
九
、
古
詩
一
十
九
首
、
（
無
二

作
者

名
一

。
或
云
二

枚
乗
一

、
無
二

実
拠
一

。
）
第
八

ノ

ト

首
云
、
冉
冉
孤
生
竹
、
結
二

根
泰
山

阿
一

、
與
レ

君
為
二

新
婚
一

、
兔
絲
附
二

女
蘿
一

、
兔
絲
生

ノ

ニ

ヲ

ス
ル
コ
ト

有
レ

時
、
夫
婦
會
有
レ

宜
、
千
里
遠

結
レ

婚
、
悠
悠
隔
二

山
陂
一

。
思
君
令
二
レ

人

老
一

、
軒

ク

ヲ

ツ

ヲ

シ
テ

ヲ

車
来

何

遅
、
傷
彼
蕙
蘭
花
、
含
英
揚
二

光
輝
一

、
過
レ

時

而
不
レ

采
、
将
下

隨
二

秋
草
一

ル
コ
ト

ソ

テ

ヲ

ニ

テ

萎
上

、
君
亮
執
二

高
節
一

、
賤
妾
亦
何
為
。
某
謂
、
此

全
篇
、
歌
支
微

三
韻
一
叶
、

シ
ボ
マ
ン
ト

ヲ

ノ

ノ

押
レ

之
。
雖
レ

欠
二

陽
韻
一

、
歌

与
レ

微
叶
韻
、
可
レ

見
レ

之

也
。

ヲ

ト

ヲ

ト

ト

ヲ

『
文
選
』
二
十
九
に
収
め
ら
れ
る
「
古
詩
十
九
首
其
八
」
に
お
い
て
、
陽
韻
は
含
ま
れ
な
い

が
、
歌
韻
と
支
韻
と
微
韻
が
協
韻
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
「
古
詩
十
九
首
其
八
」

に
つ
い
て
、
月
渓
聖
澄
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

澄
私
考
二

右

韻

字
一

。
阿
夢
、
此
二
字
ハ
歌
韻
。
宜
陂
遅
、
此
三
字
ハ
支
ノ
韻
。
輝
、

ノ

ノ

ヲ

此
一
字
ハ
微
韻
。
萎
為
、
此
二
字
ハ
又
支
ノ
韻
。

月
渓
は
「
阿
」「
夢
」
が
歌
韻
、「
宜
」「
陂
」「
遅
」
が
支
韻
、「
輝
」
が
微
韻
、「
萎
」「
為
」

が
支
韻
で
あ
る
と
し
、
こ
の
三
韻
が
協
韻
で
あ
る
こ
と
を
補
足
説
明
し
て
い
る
。

〈
鸞
岡
省
佐
〉

鸞
岡
省
佐
（
？
～
一
五
二
三
）
は
、
は
じ
め
鸞
崗
瑞
佐
と
い
う
。
別
に
「
東
樵
」
と
号
す

る
。
『
実
隆
公
記
』
で
は
、
相
国
寺
常
徳
院
万
松
軒
で
『
古
文
真
宝
』
の
講
義
を
し
、
『
古

文
真
宝
不
審
』
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
で
は
、
正
徳
七
年
（
一
五
一
二
）
六
月
二
日
、
彼
地

に
渡
っ
て
明
人
・
祝
允
明
に
「
秋
風
辞
」
の
二
注
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

⑥

漢
武
秋
風
辞
注
云
、
三
韻
一
叶
。
後
又
云
、
六
韻
一
叶
。
我
地
之
学
者
甚
怪
之
曰
、
前

三
韻
一
叶
之
語
亦
可
怪
之
。
雖
然
此
注
、
相
兼
前
後
而
言
之
歟
。
後
又
六
韻
之
字
可
怪

之
。
再
兼
前
後
而
言
之
、
則
或
可
言
三
韻
一
叶
、
或
可
言
九
韻
一
叶
也
。
有
人
曰
、
曾

見
古
本
作
九
韻
。
又
有
人
強
作
義
曰
、
後
六
韻
一
叶
之
語
、
蓋
以
少
壮
幾
時
之
時
字
為

一
韻
、
而
為
六
韻
也
。
不
知
拠
何
義
哉
。
想
是
字
誤
歟
。

（
明
人
答
）
只
是
注
刻
之
誤
。
楚
詞
之
体
、
多
少
句
、
皆
不
拘
。
此
注
出
於
書
、
小方
細

人
所
為
。
不
必
疑
、
只
是
誤
耳
。

漢
武
「
秋
風
辞
」
の
注
に
云
ふ
、
三
韻
一
叶
、
と
。
後
に
又
た
云
ふ
、
六
韻
一
叶
、
と
。

我
地
の
学
者

甚
だ
之
を
怪
し
み
て
曰
く
、
前
の
三
韻
一
叶
の
語
も
亦
た
之
を
怪
し
む
べ

し
。
然
り
と
雖
も
此
の
注
は
、
前
後
を
相
ひ
兼
ね
て
之
を
言
ふ
か
。
後
の
又
た
六
韻
の
字

も
之
を
怪
し
む
べ
し
。
再
び
前
後
を
兼
ね
て
之
を
言
ひ
、
則
ち
或
ひ
は
三
韻
一
叶
と
言
ふ

べ
く
、
或
ひ
は
九
韻
一
叶
と
言
ふ
べ
き
な
り
、
と
。
人
有
り
て
曰
く
、
曾
て
古
本
を
見
る

に
九
韻
と
作
す
、
と
。
又
た
人
有
り
て
強
ひ
て
義
を
作
し
て
曰
く
、
後
の
六
韻
一
叶
の
語

は
、
蓋
し
少
壮
幾
時
の
時
の
字
を
以
て
一
韻
と
為
し
、
六
韻
と
為
す
な
り
、
と
。
何
れ
の

義
に
拠
る
か
を
知
ら
ず
。
想
ふ
に
是
れ
字
の
誤
り
か
、
と
。

（
明
人
答
）
只
だ
是
れ
注
刻
の
誤
り
な
り
。
楚
詞
の
体
、
多
少
の
句
、
皆
な
拘
は
ら
ず
。

此
の
注
の
書
に
出
づ
る
は
、
細
人
の
為
す
所
を
小方
む
。
必
ず
し
も
疑
は
ず
、
只
だ
是
れ
誤

い

り
な
る
の
み
、
と
。

鸞
岡
は
二
つ
の
注
が
日
本
に
お
い
て
甚
だ
不
可
解
と
さ
れ
怪
し
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し

て
「
三
韻
」
が
前
後
の
文
章
を
兼
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
「
六
韻
」
と
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
前
後
の
文
章
を
兼
ね
て
「
三
韻
一
叶
」
も
し
く
は
「
九
韻
一
叶
」
と
す
る
の
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
あ
る
人
は
、
古
本
に
「
九
韻
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
見
た
と
言

太
田

亨
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い
、
あ
る
人
は
「
少
壮
幾
時
」
の
「
時
」
字
も
韻
に
加
え
て
「
六
韻
」
と
無
理
強
い
し
て
解

す
る
の
が
良
い
と
言
う
。
一
体
何
れ
の
解
釈
に
拠
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
思
う
に
こ

れ
は
字
の
誤
り
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
尋
ね
る
。

こ
の
鸞
岡
の
質
問
に
対
し
て
、
明
人
の
祝
先
生
は
、
こ
の
注
は
た
だ
の
誤
刻
で
あ
る
。
楚

詞
の
体
に
つ
い
て
も
、
多
少
の
句
に
つ
い
て
も
、
全
て
関
わ
り
が
な
い
。
こ
の
注
が
書
に
表

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
細
か
な
点
を
詮
索
す
る
人
が
行
っ
た
こ
と
を
忌
む
こ
と
で
あ
る
。

必
ず
し
も
疑
う
必
要
は
な
く
、
た
だ
誤
っ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。

鸞
岡
の
質
問
に
お
い
て
、
前
注
を
「
三
韻
一
叶
」
と
考
え
る
の
は
、
「
飛
」
「
帰
」
（
上
平

声
微
音
）
の
一
韻
と
、「
芳
」「
忘
」（
下
平
声
陽
韻
）
の
一
韻
と
、「
河
」「
波
」「
歌
」「
多
」

「
老
」
（
下
平
声
歌
韻
）
の
一
韻
の
三
韻
が
叶
韻
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
後
注
を

「
九
韻
一
叶
」
と
す
る
の
は
、
九
字
そ
れ
ぞ
れ
が
叶
韻
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
鸞
岡
は
納
得
の
回
答
を
得
る
た
め
、
再
度
質
問
す
る
。

（
東
樵
）
某
在
日
本
国
日
、
常
謂
同
袍
曰
、
是
板
刻
之
誤
、
有
何
疑
。
然
而
或
有
不
信

之
者
。
故
今
日
就
先
生
決
之
、
如
合
符
、
不
堪
歓
喜
者
也
。
只
疑
此
六
韻
之
六
字
也
。

（
明
人
）
前
注
當
云
、
以
上
皆
二
韻
一
叶
。
後
注
當
云
、
五
句
一
韻
一
叶
。

（
東
樵
）
某

日
本
国
に
在
り
し
日
、
常
に
同
袍
に
謂
ひ
て
曰
く
、
是
れ
板
刻
の
誤
り
な

れ
ば
、
何
の
疑
ひ
か
有
ら
ん
、
と
。
然
而
れ
ど
も
或
い
は
之
を
信
ぜ
ざ
る
者
有
り
。
故
に

今
日

先
生
に
就
き
て
之
を
決
す
る
に
、
符
を
合
す
る
が
如
く
、
歓
喜
に
堪
へ
ざ
る
者
な

つ

た

り
。
只
だ
疑
ふ
ら
く
は
此
の
六
韻
の
六
の
字
な
り
、
と
。

（
明
人
）
前
注
は
當
に
以
上
皆
な
二
韻
一
叶
と
云
ふ
べ
し
。
後
注
は
當
に
五
句
一
韻
一
叶

と
云
ふ
べ
し
、
と
。

鸞
岡
は
、
私
は
日
本
で
い
つ
も
仲
間
に
、
こ
れ
は
板
刻
の
誤
り
で
あ
る
の
で
、
何
ら
疑
う
こ

と
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
た
が
、
信
じ
な
い
者
も
中
に
は
存
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
日
先
生

に
聞
い
て
日
本
で
の
状
況
に
決
着
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
事
の
彼
此
が
合
致
し
、
喜
び
に

耐
え
な
い
が
、
た
だ
や
は
り
「
六
韻
」
の
「
六
」
の
字
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
、
と
い
う
。

鸞
岡
の
疑
問
に
つ
い
て
、
祝
先
生
は
、「
三
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
は
、「
以
上
二
韻
一
叶
」

と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
は
、
「
五
句
一
韻
一
叶
」
と
言
う
べ
き
で

あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
飛
」
「
帰
」
（
上
平
声
微
音
）
の
二
韻
が
叶
韻
、「
芳
」

「
忘
」
（
下
平
声
陽
韻
）
の
二
韻
が
叶
韻
で
あ
り
、
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
老
」
（
下
平

声
歌
韻
）
の
五
字
が
一
つ
の
韻
で
叶
韻
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
一
元
光
演
〉

一
元
光
演
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
桂
林
徳
昌
の
『
古
文
真
宝
』
の
講
義
を
聴
き
、
京
都
大

学
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
文
真
宝
抄
』
の
奥
書
に
は
、
「
此
抄
者
、
一
元
和
尚
就
桂
林
和
尚
所

聴
之
聴
書
也
。
写
以
為
吾
家
真
宝
云
。
永
正
十
五
年
戊
寅
三
月
廿
六
日
清
三
志
。
」
（
此
の

抄
は
、
一
元
和
尚
の
桂
林
和
尚
に
就
き
て
聴
き
し
所
の
聴
書
な
り
。
写
し
て
以
て
吾
が
家
の

真
宝
と
為
す
と
云
ふ
。
永
正
十
五
年
戊
寅
三
月
廿
六
日
清
三
志
す
。
）
と
あ
る
。
一
元
の
『
古

⑦

文
真
宝
』
解
釈
は
全
般
的
に
桂
林
か
ら
の
影
響
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
「
三
韻
一
叶
」
に
つ

い
て
『
笑
雲
抄
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
抄
云
、
三
韻
一
叶
ハ
初
ノ
微
韻
、
次
ノ
陽
韻
、
歌
韻
ゾ
。
此
三
韻
カ
叶
韻
ゾ
。
毛
詩

七
月
ノ
詩
ニ
見
エ
タ
ゾ
。
又
北
山
詩
ニ
支
韻
ト
通
ズ
ル
ゾ
。
三
韻
一
叶
ハ
カ
ク
ノ
如
キ

ゾ
。
叶
ハ
莫
悲
ノ
反
。

三
韻
に
つ
い
て
、
微
韻
（
「
飛
」「
帰
」
）
と
陽
韻
（
「
芳
」「
忘
」
）
と
歌
韻
（
「
河
」「
波
」「
歌
」

「
多
」「
何
」）
と
す
る
。

次
い
で
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、
一
元
の
抄
は
諸
説
の
抄
を
仮
名
抄
に
置
き
換
え
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

一
抄
云
、
六
韻
一
叶
―
、
是
ハ
古
今
心
得
ヌ
コ
ト
ゾ
。
結
句
、
錯
―
楚
辞
―
ナ
リ
ト
云

フ
カ
、
何
ト
云
フ
事
ゾ
。
サ
テ
コ
ノ
真
宝
ハ
仲
峯
ノ
家
学
デ
有
ル
ガ
、
…
（
仲
方
の
説

を
引
用
）
…
。
又
一
義
ニ
六
韻
一
叶
ハ
起
秀
船
支
賜
歌
ト
カ
通
ソ
。
…
（
桂
林
が
取
り

上
げ
た
説
を
引
用
）
…
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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又
云
、
三
韻
一
叶
六
韻
一
叶
ハ
、
古
今
不
審
ナ
事
ゾ
。
先
ヅ
一
義
ニ
微
ト
陽
ト
歌
ト
ノ

三
ヲ
三
韻
一
叶
ニ
取
ソ
。
…
（
桂
林
が
取
り
上
げ
た
説
を
引
用
）
…
。
然
レ
ド
モ
又
不

審
ア
ル
ゾ
。
六
韻
一
叶
ノ
下
ニ
錯
雑
成
章
ノ
四
字
ヲ
バ
、
何
ト
ス
ベ
キ
ゾ
。
コ
レ
ニ
ツ

イ
テ
松
云
、
…
（
桂
林
が
取
り
上
げ
た
説
を
引
用
）
…
。

一
抄
云
、
宗
鏡
云
、
三
韻
一
叶
ハ
起
ト
飛
ト
帰
ト
三
韻
デ
一
叶
也
。
…
（
信
仲
の
説
を

引
用
）
…
。

一
抄
又
云
、
文
明
十
七
乙
巳
仲
冬
十
三
日
了
庵
和
尚
降
臨
シ
テ
、
予
奉
行
寮
話
次
、
以

秋
風
辞
三
韻
一
叶
六
韻
一
叶
。
…
（
了
庵
の
説
を
引
用
）
…
。

一
元
の
抄
は
、
桂
林
徳
昌
か
ら
聞
い
た
解
釈
を
仮
名
抄
で
書
き
記
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。

〈
湖
月
信
鏡
〉

湖
月
信
鏡
（
？
～
一
五
三
五
）
は
、
別
号
を
蓑
庵
、
楠
渓
と
い
う
。
『
古
文
真
宝
』
『
三

体
詩
』
『
論
語
』
等
の
講
義
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
抄
が
現
存
す
る
。
こ
こ
で
は
『
笑
雲
抄
』

に
引
用
さ
れ
る
抄
を
取
り
上
げ
る
が
、上
述
の
諸
僧
の
説
を
た
だ
仮
名
抄
に
改
め
た
場
合
は
、

適
宜
省
略
す
る
。

湖
云
、
六
韻
一
叶
錯
雑
成
章
―
、
錯
雑
―
ト
云
ハ
、
韻
ヲ
三
韻
カ
ヘ
タ
処
ヲ
云
ゾ
。
三

韻
一
叶
ハ
古
文
真
宝
ノ
大
事
ゾ
。
先
ヅ
叶
韻
ト
云
事
ガ
、
心
得
難
キ
事
ゾ
。
山
谷
詩
ノ

注
ニ
モ
任
淵
ガ
不
心
得
ゾ
ト
シ
テ
置
タ
ゾ
。
各
別
ノ
韻
ガ
倚
合
テ
、
音
ノ
叶
タ
ヲ
云
ゾ
。

信
仲
和
尚
ノ
義
ガ
詳
也
。
青
松
和
尚
ノ
義
云
、
…
（
桂
林
等
の
説
を
引
用
）
…
。

湖
月
は
、
「
秋
風
辞
」
の
注
「
三
韻
一
叶
」
が
『
古
文
真
宝
』
の
中
で
重
要
で
あ
る
と
し
、

「
叶
韻
」
の
意
義
が
心
得
難
い
と
す
る
。
そ
の
「
叶
韻
」
の
解
説
に
つ
い
て
は
信
仲
の
解
説

を
参
考
に
す
る
よ
う
に
言
い
、
「
三
韻
一
叶
」
と
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
は
、
桂
林
徳
昌

の
解
釈
を
仮
名
抄
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
特
に
桂
林
か
ら
の
影
響
が
強
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

〈
彦
龍
周
興
〉

彦
龍
周
興
（
一
四
五
八
～
一
四
九
一
）
は
別
号
を
半
陶
子
。
学
芸
を
月
翁
周
鏡
・
横
川
景

三
・
桃
源
瑞
仙
等
か
ら
受
け
る
。
叢
林
の
奇
才
と
称
さ
れ
、
叡
山
文
庫
に
『
古
文
真
宝
彦
龍

抄
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注
ニ
三
韻
一
叶
ト
ア
リ
。
ナ
ン
ト
シ
タ
注
ソ
。
叶
ト
ハ
別
韻
ノ
字
ヲ
通
ヲ
云
ソ
。
譬
ハ

東
韻
ヘ
魚
韻
ナ
ン
ト
ノ
字
ヲ
使
ヲ
云
。
然
ハ
微
韻
ト
陽
唐
ト
叶
也
。
二
韻
一
叶
ト
云
ヘ

キ
ニ
、
毎
本
三
字
也
。
古
今
不
審
ナ
リ
。
末
之
注
ニ
モ
六
韻
一
叶
ト
ア
リ
。
此
レ
モ
五

字
ア
ル
ヲ
、
六
韻
ト
云
也
。
竺
仙
和
尚
秘
事
ニ
仰
ラ
レ
タ
コ
ト
ア
リ
。
論
語
序
ヲ
読
ニ
、

後
ヲ
四
五
ク
ダ
リ
取
テ
、
前
ヘ
持
テ
并
テ
ヨ
ム
コ
ト
相
傳
之
読
也
。
史
記
序
モ
如
此
ヨ

ム
。
以
レ

是
見
レ
ハ
、
菊
有
芳
之
下
ニ
此
注
ヲ
可
置
。
蘭
有
―
マ
テ
秋
景
ヲ
云
ホ
ト
ニ
、

此
下
ナ
ル
ヘ
シ
。
然
ハ
叶
字
ノ
意
ス
ツ
ト
ス
ム
也
。
飛
帰
芳
三
韻
一
叶
也
。
忘
字
ヨ
リ

末
之
何
字
マ
テ
、
六
韻
一
叶
ノ
理
モ
ス
ム
也
。
其
謂
ハ
錯
雑
成
章
也
。
微
韻
中
ヘ
芳
字

入
カ
錯
雑
、
又
歌
韻
中
ヘ
忘
字
入
カ
錯
雑
也
。
前
ノ
注
ニ
三
易
韻
ト
ア
ル
カ
、
微
歌
陽

三
韻
也
。
錯
雑
成
章
ハ
一
章
中
ニ
三
韻
叶
也
。
又
清
三
位
ハ
別
ニ
云
ナ
ル
。
…
（
清
原

業
忠
の
説
を
引
用
）
…
。
シ
ツ
タ
ン
ヲ
云
ヘ
ハ
、
歌
モ
陽
モ
微
モ
通
也
。

「
叶
」
と
は
別
の
韻
が
通
じ
る
こ
と
を
言
い
、
こ
こ
で
は
微
韻
（
「
飛
」
「
帰
」
）
と
陽
唐
韻

（
「
芳
」
「
忘
」
）
が
「
叶
韻
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
「
二
韻
」
で
は
な
く
「
三
韻
」
と

な
っ
て
い
る
。
末
の
注
も
五
字
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
の
に
「
六
韻
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
竺
仙
梵
僊
が
、
論
語
の
序
で
は
後
の
文
章
内
容
を
そ
れ
よ
り
も
前
で
述
べ
る
こ
と

が
あ
り
、
史
記
の
序
も
同
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
た
例
を
挙
げ
る
。
そ
の
こ
と
を
も
考
慮
す
る

と
、
「
三
韻
一
叶
」
は
「
菊
有
芳
」
の
下
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
「
芳
」
ま
で

が
三
韻
で
微
韻
と
陽
韻
が
錯
雑
し
、
「
忘
」
以
下
が
六
韻
で
陽
唐
韻
と
歌
韻
が
錯
雑
し
、
題

注
の
「
凡
三
易
韻
」
と
あ
る
注
も
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
は
万
里
の
解
釈
と

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

太
田

亨
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〈
笑
雲
清
三
〉

笑
雲
清
三
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
外
学
に
通
じ
た
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
。
万
里
集
九
に
従

学
し
た
。
歴
代
の
抄
を
編
集
し
、
自
ら
の
抄
も
兼
ね
行
う
こ
と
に
長
け
て
い
た
。
天
文
三
年

（
一
五
三
四
）
に
は
歴
代
の
僧
に
よ
る
蘇
軾
の
詩
の
抄
を
編
集
し
て
『
四
河
入
海
』
、
大
永

五
年
（
一
五
二
五
）
に
歴
代
の
僧
に
よ
る
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
抄
を
編
集
し
た
。
『
笑
雲

抄
』
は
、
万
里
集
九
・
桂
林
徳
昌
・
一
元
光
演
・
湖
月
信
鏡
の
抄
を
編
集
し
、
そ
れ
に
自
身

の
抄
を
加
え
た
書
で
あ
る
。
笑
雲
は
「
三
韻
一
叶
」
注
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

三
謂
、
注
ニ
圏
ヲ
シ
タ
処
ハ
、
皆
林
以
正
ガ
我
注
ト
見
タ
ゾ
。
注
者
ノ
名
ア
ル
ハ
、
其

人
ノ
注
ヲ
引
イ
テ
、
林
カ
載
セ
タ
ゾ
。
ソ
ノ
外
、
注
者
ノ
名
ナ
キ
ハ
、
大
略
文
選
ノ
注

ゾ
。
ソ
レ
ヲ
林
ガ
ソ
コ
ソ
コ
ノ
下
ニ
入
タ
ゾ
。
次
下
モ
之
ニ
效
ヘ
。

こ
こ
で
は
、
『
古
文
真
宝
』
に
収
め
ら
れ
る
作
品
の
注
に
つ
い
て
、
誰
が
注
し
た
の
か
解
説

し
て
い
る
。
当
所
「
三
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
は
圏
（
丸
印
）
が
付
さ
れ
た
注
な
の
で
、
林
以

正
の
注
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

万
里
・
桂
林
・
一
元
・
湖
月
の
抄
を
編
集
し
た
後
に
、
次
の
抄
を
付
加
し
て
い
る
。

三
云
、
東
坡
元
豐
二
年
巳
未
、
四
十
四
歳
、
八
月
十
八
日
赴
二

御
史
臺
一

。
同
十
二
月
二

ク

ニ

十
九
日
、
責
授
二

検
校
尚
書
水
部
員
外
郎
一

。
三
蘇
年
譜

作
二

二
十
九
日
一

。施
宿
年
譜

作
二

ヲ

ニ

ル

ニ

ニ

ル

二
十
六
日
一

。
是
亦
九
六
参
差
之
證
也
。
又
白
楽
天

詩

云
、
緑
浪
東
西
南
北

水
、
紅

ノ

ニ

ノ

欄
三
百
六
十
橋
。
勝
覧
ニ
、
蘇
州

部

引
二

是
詩
一

、
作
二

三
百
九
十
橋
一

。
是

亦
九
六

ノ

ニ

ク

ヲ

ル

ニ

レ

参
差
之
證
也
。
九
六
参
差
之
證
有
レ

四
、
見
二

于
前
一

也
。

ニ

こ
こ
で
は
、
「
九
」
と
「
六
」
が
よ
く
混
同
さ
れ
る
例
と
し
て
、
蘇
軾
の
年
譜
と
白
居
易
の

詩
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
笑
雲
は
「
六
韻
一
叶
」
が
「
九
韻
一
叶
」
の
誤
り
だ
と
す
る
説
を

支
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
月
舟
寿
桂
〉

月
舟
寿
桂
（
一
四
七
〇
～
一
五
三
三
）
は
別
号
を
幻
雲
と
言
い
、
一
華
和
尚
と
も
称
す
る
。

学
芸
を
天
隠
竜
沢
・
正
宗
竜
統
か
ら
受
け
る
。
月
舟
の
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
抄
は
、
『
東

洋
十
冊
本
』
に
複
数
の
抄
者
の
一
人
の
抄
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
月
舟
の
抄
は
、

歴
代
の
抄
を
順
次
示
し
な
が
ら
、
自
身
の
見
解
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

幻
、
晦
夫
前
四
句
係
両
韻
換
韻
、
後
五
句
同
韻
協
韻
、
自
成
一
躰
。
…
（
桂
林
の
抄
を

引
用
）
…
。
幻
雲
按
、
新
増
補
注
古
文
大
全
、
作
六
韻
一
叶
、
与
此
注
同
矣
。
私
云
、

何
晦
夫
句
解
無
三
韻
一
叶
、
六
韻
一
叶
之
注
。
古
賦
辯
對
秋
風
辞
注
、
改
三
韻
一
叶
之

三
作
二
、
改
六
韻
一
叶
之
六
作
五
也
。
泛
楼
船
之
上
有
圏
。
幻
未
見
古
賦
辯
對
、
或
本

書
之
。
可
考
。

幻
、
晦
夫
前
四
句
両
韻
に
係
り
て
韻
を
換
へ
、
後
の
五
句
同
韻
に
し
て
韻
に
協
ひ
、
自
ら

一
躰
を
成
す
。
…
（
桂
林
の
抄
を
引
用
）
…
。
幻
雲
按
ず
る
に
、
新
増
補
注
古
文
大
全
は
、

六
韻
一
叶
と
作
し
、
此
の
注
と
同
じ
。
私
云
ふ
、
何
晦
夫
の
句
解
に
三
韻
一
叶
、
六
韻
一

叶
の
注
無
し
。
古
賦
辯
對
の
秋
風
辞
の
注
に
、
三
韻
一
叶
の
三
を
改
め
て
二
と
作
し
、
六

韻
一
叶
の
六
を
改
め
て
五
と
作
す
な
り
。
泛
楼
船
の
上
に
圏
有
り
。
幻
未
だ
古
賦
辯
對
を

見
ず
、
或
本
之
を
書
す
。
考
ふ
べ
し
。

何
晦
夫
の
『
古
文
句
解
』
の
注
を
挙
げ
た
後
、
桂
林
の
複
数
の
解
釈
を
引
用
す
る
。
そ
し
て
、

『
新
増
補
注
古
文
大
全
』
に
は
同
様
の
「
六
韻
一
叶
」
の
注
が
存
在
し
、
『
古
賦
辯
對
』
の

「
秋
風
辞
」
に
は
「
三
韻
一
叶
」
が
「
二
韻
一
叶
」
、
「
六
韻
一
叶
」
が
「
五
韻
一
叶
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
月
舟
は
『
古
賦
辯
對
』
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
あ
る
本

に
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
。

月
舟
は
「
叶
韻
」
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、『
毛
詩
』
の
例
を
取
り
上
げ
る
。

叶
韻
、
毛
詩
有
其
例
。
八
巻
七
月
詩
、
七
月
流
火
、
九
月
授
衣
。
春
日
載
陽
、
有
鳴
倉

ア
リ

庚
。
女
執
懿
筐
、
遵
彼
微
行
、
爰
求
柔
桑
。
春
日
遅
遅
、
采
蘩
祈
祈
。
女
心
傷
悲
。
殆

及
公
子
同
帰
。
三
巻
、
君
子
偕
老
、
副

笄

六
珈
。
委
委
佗
佗
、
如
山
如
河
。
象
服
是

ト

シ

シ

ス

宜
（
叶
牛
何
反
）
。
子
之
不
淑
、
云
如
之
何
。
十
三
巻
北
山
詩
、
或
燕
燕
居
息
、
或
盡

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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瘁
事
國
、
或
息
偃
在
床
、
或
不
已
于
行
。

叶
韻
、
毛
詩
に
其
の
例
有
り
。
八
巻
「
七
月
」
詩
に
、
七
月
流
火
あ
り
、
九
月
衣
を
授
く
。

春
日

載

て

陽

に
、
鳴
く
倉
庚
有
り
。
女
は
懿
筐
を
執
り
、
彼
の
微
行
に
遵
ひ
て
、
爰

は
じ
め

あ
た
た
か

に
柔
桑
を
求
む
。
春
日
遅
遅
た
り
、
蘩
を
采
る
こ
と
祈
祈
た
り
。
女
心
傷
悲
す
。

殆

て

は
じ
め

公
子
と
同
じ
く
帰
が
ん
、
と
。
三
巻
、
君
子
と
偕
に
老
い
ん
、
副
し
笄
し
六
珈
す
。
委
委

と
つ

佗
佗
と
し
て
、
山
の
ご
と
く
河
の
ご
と
し
。
象
服
是
れ
宜
し
。
子
の
不
淑
な
る
、
云
に
之

こ
こ

を
如
何
、
と
。
十
三
巻
「
北
山
」
詩
に
、
或
は
燕
燕
と
し
て
居
息
し
、
或
は
盡
瘁
し
て
國

に
事
へ
、
或
は
息
偃
と
し
て
床
に
在
り
、
或
は
行
に
已
ま
ず
、
と
。

こ
こ
で
は
「
七
月
」
詩
を
取
り
上
げ
、
上
声
二
〇
哿
韻
（
「
火
」
）
と
上
平
四
支
韻
（
「
遅
」

「
悲
」
）
と
上
平
五
微
韻
（
「
衣
」「
祈
」「
帰
」
）
と
下
平
七
陽
韻
（
「
陽
」「
筐
」「
行
」「
桑
」
）

と
下
平
八
庚
韻
（
「
庚
」
）
が
叶
韻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
陽
韻
と
微
韻
の
関
係
を
証
す
る
。「
君

子
偕
老
」
詩
で
は
、
上
声
一
九
皓
韻
（
「
老
」
）
と
下
平
六
麻
韻
（
「
珈
」
）
と
下
平
五
歌
韻

（
「
佗
」
「
河
」
「
何
」
）
と
上
平
四
支
韻
（
「
宜
」
）
と
入
声
一
屋
韻
（
「
淑
」
）
が
叶
韻
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。「
北
山
」
詩
で
は
、
入
声
一
三
職
韻
（
「
息
」「
国
」
）
と
下
平
七
陽
韻
（
「
床
」

「
行
」
）
が
叶
韻
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ら
を
全
て
関
連
さ
せ
て
、
「
秋
風
辞
」
に
お

け
る
支
韻
・
微
韻
・
陽
韻
・
歌
韻
・
職
韻
の
字
が
叶
韻
に
成
り
う
る
こ
と
を
証
し
た
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

「
三
韻
一
叶
」
と
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、
正
宗
龍
統
の
説
（
後
述
の
常
庵
秘
本
の
首

書
の
説
）
を
引
用
し
、
自
身
の
解
釈
を
示
す
。

三
韻
一
叶
、
或
曰
、
…
（
常
庵
龍
崇
の
説
を
引
用
）
…
。
…
（
正
宗
の
説
を
引
用
）
…
。

幻
又
謂
、
三
韻
一
叶
、
謂
帰
芳
忘
三
字
一
叶
歟
。
六
韻
一
叶
、
謂
河
波
歌
多
何
五
字
、

与
飛
字
一
叶
歟
。
蓋
漁
父
辞
押
波
字
、
作
補
悲
切
。
謂
之
錯
雑
成
章
。

三
韻
一
叶
、
或
は
曰
く
、
…
（
常
庵
龍
崇
の
説
を
引
用
）
…
。
…
（
正
宗
の
説
を
引
用
）

…
。
幻
又
た
謂
ふ
、
三
韻
一
叶
は
、
帰
芳
忘
の
三
字
一
叶
を
謂
ふ
か
。
六
韻
一
叶
は
、
河

波
歌
多
何
の
五
字
の
、
飛
字
と
一
叶
な
る
を
謂
ふ
か
。
蓋
し
漁
父
辞
に
波
字
を
押
し
、
補

悲
の
切
を
作
す
。
之
を
錯
雑
成
章
と
謂
ふ
、
と
。

月
舟
は
、
「
飛
」
「
芳
」
「
忘
」
を
三
韻
一
叶
、
「
帰
」
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
を
六

韻
一
叶
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
「
漁
父
辞
」
で
も
「
波
」
の
字
が
叶
韻
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
と
し
、
「
錯
雑
成
章
」
は
様
々
な
場
所
で
叶
韻
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
い
う

と
す
る
。

月
舟
の
抄
は
、
こ
の
後
に
河
清
祖
瀏
の
解
釈
と
桂
林
徳
昌
の
解
釈
を
引
用
し
て
い
る
。

〈
芳
郷
光
隣
か
〉

芳
郷
光
隣
（
？
～
一
五
三
六
）
は
別
号
を
愚
島
と
い
う
。
『
東
大
十
六
冊
本
』
に
そ
の
名

が
見
え
る
こ
と
か
ら
『
古
文
真
宝
』
の
抄
を
残
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
秋
風
辞
」
に

「
芳
」
と
出
て
く
る
人
物
が
芳
郷
光
隣
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
。

芳
、
注
上
注
所
謂
三
韻
一
叶
ハ
、
微
韻
陽
唐
韻
歌
韻
也
。
此
三
韻
ハ
、
皆
一
韻
ニ
相
叶

也
。
故
三
韻
一
叶
ニ
シ
テ
可
レ

歌
也
。
下
注
所
謂
六
韻
一
叶
ハ
、
六
字
誤
也
。
必
三
字

也
。
与
上
ノ
三
韻
同
也
。

「
三
韻
一
叶
」
が
微
韻
（
「
飛
」
「
帰
」
）
と
陽
唐
韻
（
「
芳
」
「
忘
」
）
と
歌
韻
（
「
河
」
「
波
」

「
歌
」
「
多
」
「
何
」
）
で
あ
り
、
こ
の
三
韻
が
叶
韻
（
協
韻
）
だ
と
す
る
。
そ
の
た
め
「
六

韻
一
叶
」
の
「
六
」
は
「
三
」
の
誤
り
だ
と
す
る
。

〈
常
庵
龍
崇
〉

常
庵
龍
崇
（
一
四
七
〇
～
一
五
三
六
）
は
別
号
を
角
虎
道
人
、
寅
闇
と
い
う
。
正
宗
竜
統

に
師
事
し
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
と
同
時
に
そ
の
学
芸
も
継
承
す
る
。
『
古
文
真
宝
』
の
作
品
解

釈
に
つ
い
て
も
正
宗
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
龍
谷
大
学
に
常
庵
が
称
し
た
『
古
文
真

宝
抄
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

句
解
無
韻
叶
之
注
。
懶
翁
曰
、
六
韻
一
本
作
九
韻
。
又
或
曰
、
三
韻
之
注
誤
在
下
。
古

今
未
詳
。
寅
有
一
解
。
伝
曰
、
前
人
未
決
之
訟
、
後
人
之
責
也
。
前
儒
未
判
之
疑
、
後

太
田

亨
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儒
之
責
也
。
予
謂
、
芳
与
忘
為
一
韻
、
歌
河
与
何
又
為
一
韻
、
是
曰
三
韻
一
叶
、
曰
六

韻
一
叶
、
有
何
疑
哉
。
錯
雑
指
河
歌
何
之
三
韻
也
。

句
解
に
韻
叶
の
注
無
し
。
懶
翁
曰
く
、
六
韻
を
一
本
九
韻
に
作
る
、
と
。
又
た
或
は
曰
く
、

三
韻
の
注
誤
り
て
下
に
在
り
、
と
。
古
今
未
だ
詳
か
な
ら
ず
。
寅
に
一
解
有
り
。
伝
に
曰

く
、
前
人
の
未
だ
決
せ
ざ
る
の
訟
、
後
人
の
責
な
り
。
前
儒
の
未
だ
判
せ
ざ
る
の
疑
、
後

儒
の
責
な
り
、
と
。
予
謂
へ
ら
く
、
芳
と
忘
と
一
韻
を
為
し
、
歌
河
と
何
と
又
た
一
韻
を

為
し
、
是
れ
三
韻
一
叶
と
曰
ひ
、
六
韻
一
叶
と
曰
ふ
は
、
何
の
疑
ひ
か
有
ら
ん
や
。
錯
雑

は
河
歌
何
の
三
韻
を
指
す
な
り
、
と
。

常
庵
は
、
「
芳
」
と
「
忘
」
を
一
韻
、
「
歌
」
と
「
河
」
と
「
何
」
を
一
韻
と
す
れ
ば
、
「
三

韻
一
叶
」
と
「
六
韻
一
叶
」
は
問
題
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
正
宗
の
解
釈
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
「
飛
」
と
「
帰
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
韻
と
み
な
し
て
二
韻
と
し
、
「
芳
」
と
「
忘
」
の
二

字
を
一
韻
と
み
な
し
、
合
わ
せ
て
三
韻
一
叶
と
し
、
「
河
」
と
「
歌
」
と
「
何
」
の
三
字
を

一
韻
と
み
な
し
、
「
波
」
の
字
を
一
韻
と
み
な
し
、
「
多
」
の
字
を
一
韻
と
み
な
し
、
合
わ

せ
て
六
韻
一
叶
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

常
庵
は
、『
東
大
十
六
冊
本
』
に
よ
る
と
、
次
の
解
釈
も
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

三
韻
一
叶
ト
、
六
韻
一
叶
ト
、
常
庵
和
尚
家
傳
ノ
秘
本
ノ
首
書
ニ
云
ク
、
飛
次
宮
清
音

芳
次
宮

次
清
音

忘
、
三
韻
ノ
中
、
飛
一
叶
音
芳

。
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
相
通
也
。
帰
河
歌
波
多
何
、
六
韻
ノ

中
、
帰
一
叶
音
歌

。
カ
キ
ク
ケ
コ
相
通
。
五
ハ
歌
ノ
韻
、
韻
同
、
以
叶
韻
解
之
。
有
二

何

疑
一

可
レ

秘
。

こ
こ
で
は
、
「
飛
」
「
芳
」
「
忘
」
が
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
に
関
連
し
て
通
じ
る
と
し
て
三
韻
一
叶
に

な
り
、
「
帰
」
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
が
カ
キ
ク
ケ
コ
に
関
連
し
て
通
じ
、
し
か

も
五
字
は
歌
韻
に
属
す
る
た
め
、
叶
韻
と
し
て
六
韻
一
叶
に
な
る
と
い
う
。
正
宗
か
ら
聞
い

た
説
を
自
身
の
本
に
書
き
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
河
清
祖
瀏
〉

河
清
祖
瀏
（
生
没
年
未
詳
）
は
別
号
を
賀
湖
、
頑
雲
、
豩
雲
と
い
う
。
正
宗
龍
統
（
蕭
庵
）

よ
り
『
古
文
真
宝
』
の
講
義
を
聴
く
。『
東
大
十
六
冊
本
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

河
清
云
、
芳
忘
ノ
二
ハ
同
韻
也
。
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
、
飛
帰
ハ
同
韻
ナ
レ
ド
モ
二
韻
ニ
用
也
。

芳
忘
ヲ
一
韻
ニ
ス
レ
バ
三
韻
一
叶
也
。
飛
帰
芳
忘
ノ
四
字
之
内
、
抽
二

一
字
一

、
摂
二

下

ノ
五
韻
一

、
六
韻
一
叶
也
。
不
曰
芳
忘
ノ
二
字
、
悉
曇
ノ
時
大
異
也
。
下
ノ
五
韻
ニ
摂

ニ

ス
ル
ナ
ラ
バ
、
忘
ノ
字
ヲ
下
ヘ
ト
ル
ベ
キ
歟
。
又
常
云
、
飛
ト
芳
ト
忘
ト
三
韻
一
叶
也
。

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
通
故
也
。
ソ
ノ
時
ハ
帰
ノ
字
ヲ
ノ
ゾ
ク
也
。
六
韻
一
叶
ハ
、
帰
河
波
歌
多

何
ノ
六
也
。
コ
レ
ハ
、
カ
キ
ク
ケ
コ
通
故
也
。

「
芳
」
「
忘
」
の
二
字
を
一
韻
と
し
、
「
飛
」
を
一
韻
、
「
帰
」
を
一
韻
と
し
て
合
わ
せ
て
三

韻
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
不
二
こ
と
岐
陽
方
秀
の
言
で
あ
ろ
う
か
、
「
芳
」
「
忘
」
を
悉
曇

（
梵
字
の
字
母
と
そ
れ
が
表
す
音
声
）
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、
「
忘
」
字

を
下
の
「
河
」
「
波
」「
歌
」
「
多
」
「
何
」
の
五
字
と
合
わ
せ
て
六
韻
一
叶
と
し
て
い
る
。

河
清
の
説
は
『
東
洋
十
冊
本
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

三
韻
一
叶
、
河
清
説
。
或
云
、
拠
休
斎
注
義
云
、
辞
者
兼
詩
与
騒
之
声
、
而
可
歌
也
。

然
則
欲
読
此
辞
者
、
先
須
明
宮
商
角
微
羽
之
五
音
、
本
起
於
声
成
文
。
然
後
知
音
韻
相

叶
、
而
曲
調
有
節
。

一
、
飛
次
宮
清
音

二
、
帰
歌
角
清
音

三
、
芳
次
宮
次
清
音

忘
次
宮
次
濁
音

四
、
河
羽
濁
音

何
羽
濁
音

五
、
波
宮
清
音

六
、
多
微
清
音

私
、
河
与
何
二
字
、
共
羽
濁
音
韻
、
故
合
之
為
一
。
波
字
宮
清
音
韻
、
已
上
三
韻
、
前

後
各
為
三
韻
、
故
云
六
韻
一
叶
、
錯
雑
成
章
。
歌
字
与
帰
、
共
角
清
音
韻
、
故
附
之
於

上
。
今
除
之
、
若
更
数
之
、
則
可
云
七
韻
一
叶
。
又
一
篇
中
有
三
宮
音
。
波
字
為
宮
清

音
。
飛
字
為
次
宮
清
音
。
芳
忘
二
字
、
則
芳
敷
方
切
、
次
宮
次
清
音
。
忘
武
方
切
、
次

宮
次
濁
音
。
其
音
雖
有
小
異
、
二
字
共
在
本
韻
、
則
各
宜
分
清
濁
。
今
且
接
在
他
韻
、

則
可
称
一
方
音
一
宮
音
一
陽
而
已
。
云
貴
蘭
、
云
賤
蕙
、
較
秋
菊
、
則
只
是
一
般
春
香
。

三
韻
一
叶
、
河
清
の
説
。
或
は
云
ふ
、
休
斎
の
注
義
に
拠
り
て
云
ふ
、
辞
は
詩
と
騒
と
の

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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声
を
兼
ね
、
歌
ふ
べ
き
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
此
の
辞
を
読
ま
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
須

く
宮
商
角
微
羽
の
五
音
の
、
本
よ
り
声
よ
り
起
こ
り
て
文
を
成
す
を
明
ら
か
に
す
べ
し
。

然
る
後
音
韻
の
相
叶
ひ
、
曲
調
の
節
有
る
を
知
る
。

一
、
飛
次
宮
清
音

二
、
帰
歌
角
清
音

三
、
芳
次
宮
次
清
音

忘
次
宮
次
濁
音

四
、
河
羽
濁
音

何
羽
濁
音

五
、
波
宮
清
音

六
、
多
微
清
音

私
、
河
と
何
と
の
二
字
は
、
共
に
羽
濁
音
韻
な
れ
ば
、
故
に
之
を
合
し
て
一
と
為
す
。
波

字
は
宮
清
音
韻
に
し
て
、
已
上
の
三
韻
、
前
後
各
お
の
三
韻
を
為
せ
ば
、
故
に
六
韻
一
叶
、

錯
雑
と
し
て
章
を
成
す
と
云
ふ
。
歌
字
と
帰
と
は
、
共
に
角
清
音
韻
な
れ
ば
、
故
に
之
を

上
に
附
く
。
今
之
を
除
き
、
若
し
更
に
之
を
数
ふ
れ
ば
、
則
ち
七
韻
一
叶
と
云
ふ
べ
し
。

又
た
一
篇
の
中
に
三
宮
音
有
り
。
波
字
は
宮
清
音
為
り
。
飛
字
は
次
宮
清
音
為
り
。
芳
忘

の
二
字
は
、
則
ち
芳
は
敷
方
の
切
に
し
て
、
次
宮
次
清
音
な
り
。
忘
は
武
方
の
切
に
し
て
、

次
宮
次
濁
音
な
り
。
其
の
音
小
異
有
り
と
雖
も
、
二
字
は
共
に
本
韻
に
在
れ
ば
、
則
ち
各

お
の
宜
し
く
清
濁
を
分
か
つ
べ
し
。
今
且
つ
接
し
て
他
韻
に
在
ら
ば
、
則
ち
一
方
音
一
宮

音
一
陽
を
称
す
べ
き
の
み
。
貴
蘭
と
云
ひ
、
賤
蕙
と
云
ひ
、
秋
菊
に
較
ぶ
れ
ば
、
則
ち
只

だ
是
れ
一
般
の
春
香
な
る
の
み
。

ま
ず
「
辞
」
の
特
徴
と
し
て
、
詩
と
騒
の
声
調
を
兼
ね
て
歌
う
こ
と
だ
と
す
る
休
齋
の
注
を

挙
げ
る
。
そ
こ
で
「
秋
風
辞
」
を
読
む
時
に
は
音
楽
で
使
わ
れ
る
音
高
で
表
さ
れ
る
宮
商
角

微
羽
が
、
も
と
も
と
声
よ
り
発
せ
ら
れ
て
文
章
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
れ

ば
、
そ
の
後
音
韻
が
調
和
し
、
曲
調
に
音
節
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
飛
」
が
次
宮
清
音
で
一
音
、
「
帰
」
「
歌
」
が
角
清
音
で
一
音
、
「
芳
」

の
次
宮
次
清
音
と
「
忘
」
の
次
宮
次
濁
音
が
二
字
で
一
音
、
「
河
」
「
何
」
が
羽
濁
音
で
一

音
、
「
波
」
が
宮
清
音
で
一
音
、
「
多
」
が
微
清
音
で
一
音
と
な
り
、
同
じ
音
韻
が
前
後
で

入
り
交
じ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
六
韻
一
叶
、
錯
雑
と
し
て
章
を
成
す
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
「
歌
」
字
と
「
帰
」
字
は
と
も
に
角
清
音
で
あ
る
た
め
「
歌
」
字

を
前
に
も
っ
て
き
て
同
韻
と
し
た
が
、
こ
れ
を
解
除
す
る
と
「
七
音
一
叶
」
に
な
る
。
ま
た

作
品
中
に
「
波
」
（
宮
清
音
）
と
「
飛
」
（
宮
清
音
）
と
「
芳
」
（
次
宮
次
清
音
）
「
忘
」
（
次

宮
次
濁
音
）
の
三
つ
の
宮
音
が
あ
り
、
中
で
も
「
芳
」
と
「
忘
」
は
清
濁
の
違
い
は
あ
る
が
、

共
に
同
じ
音
に
基
づ
く
と
す
る
。

〈
彭
叔
守
仙
〉

彭
叔
守
仙
（
一
四
九
〇
～
一
五
五
五
）
は
別
号
を
瓢
庵
と
い
う
。
学
芸
に
秀
で
、
膨
大
な

量
の
漢
籍
及
び
そ
れ
ら
の
抄
を
書
写
・
抜
書
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
自
ら
が
抄
し
た
書
も

多
く
、『
古
文
真
宝
後
集
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
抄
が
版
本
と
し
て
広
く
流
布
し
た
。

柳
田
征
司
氏
が
古
活
字
版
の
『
古
文
真
宝
抄
』
で
「
文
英
清
韓
カ
」
と
す
る
抄
は
、
私
見
に

拠
れ
ば
彭
叔
守
仙
の
抄
と
し
て
誤
ら
な
い
。

注
六
韻
一
叶
ト
、
前
注
ノ
三
韻
一
叶
ト
、
何
モ
不
審
ナ
事
ナ
リ
。
句
解

云
、
前

四
句

ニ

ノ

係
二

両
句
一

換
レ

韻
。後

五
句
係
二

同
韻
一

協
レ

音
。自
成
二

一
体
一

。三
韻
ノ
三
ノ
字
作
二

二
字
一

ニ
カ
ウ

ヲ

ノ

ニ

フ

ス

ヲ

ト

可
也
。
微

韻
ノ
飛
ト
帰
ト
二
韻
也
。
又
六
韻
ノ
六
ノ
字
作
二

五
字
一

可
也
。
河
波
歌
多

ナ
リ

ノ

何
ノ
五
ナ
リ
。
如
レ

此
字
ノ
誤
ヲ
改
ム
レ
ハ
無
レ

害
ソ
。
東
福
ノ
信
仲
ノ
義
ニ
ハ
…
（
信

仲
の
説
を
引
用
）
…
。
東
山
桂
林
翁
ノ
義
ニ
ハ
、
六
ノ
字
ヲ
九
ノ
字
ニ
作
タ
本
ヲ
近
コ

ロ
見
タ
ト
、
…
（
桂
林
の
説
を
引
用
）
…
。
瓢

謂
六
ノ
字
作
二

九
字
一

ト
キ
ハ
易
レ

解
ト

カ

ノ

ト

シ

ハ
、
飛
ト
帰
ト
芳
ト
忘
ト
河
ト
波
ト
歌
ト
多
ト
何
ト
ノ
九
字
乎
。

カ

『
古
文
句
解
』
の
何
晦
夫
の
注
に
よ
れ
ば
、
「
三
韻
一
叶
」
は
「
二
韻
一
叶
」
と
す
べ
き
で

あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
は
「
五
韻
一
叶
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
。
桂
林
徳
昌
が
言
う
よ
う
に

「
六
」
を
「
九
」
と
す
べ
き
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
九
字
は
、「
飛
」「
帰
」「
芳
」「
忘
」「
河
」

「
波
」「
歌
」「
多
」「
何
」
か
と
す
る
。

〈
月
渓
聖
澄
〉

月
渓
聖
澄
（
一
五
三
六
～
一
六
一
五
）
は
別
号
を
江
東
、
松
下
老
衲
と
い
う
。
十
七
歳
の

時
、
仁
如
集
堯
の
『
古
文
真
宝
』
の
講
義
を
聴
き
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
仁
如
の
二

太
田

亨
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回
目
の
講
義
を
聴
く
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
か
ら
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
至
る

ま
で
十
五
年
間
、
古
文
真
宝
の
講
談
を
行
う
。
『
東
大
十
六
冊
本
』
は
月
渓
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
。

月
渓
は
多
く
の
抄
を
編
集
す
る
立
場
の
た
め
、「
澄
云
、
注
ニ
ア
ル
三
韻
一
叶
ノ
コ
ト
ハ
、

下
ニ
見
タ
リ
。
」
と
、
「
三
韻
一
叶
」
の
解
釈
を
「
六
韻
一
叶
」
と
と
も
に
後
に
記
し
た
こ

と
を
言
う
。
そ
し
て
、
当
該
箇
所
で
は
、
「
三
韻
一
叶
」
が
「
忘
」
の
下
に
置
か
れ
る
が
、

以
降
の
文
章
も
兼
ね
て
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
受
け
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

澄
云
、
兼
テ
注
シ
テ
不
能
忘
ト
云
処
ニ
ヲ
キ
タ
リ
ト
。
マ
マ
ヨ
。
奈
老
何
ト
云
下
ニ
ア

ル
ト
心
得
レ
バ
、
別
ニ
無
レ

妨
者
乎
。

「
不
能
忘
」
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
「
奈
老
何
」
の
下
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
支
障
な
い

と
す
る
。

そ
し
て
、
万
里
集
九
の
解
釈
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
古
詩
十
九
首
其
八
」
で
歌
韻
と
支

韻
と
微
韻
が
協
韻
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
補
足
説
明
を
し
て
い
る
。

三
、「
三
韻
一
叶
」「
六
韻
一
叶
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
禅
僧
が
「
三
韻
一
叶
」
「
六
韻
一
叶
」
に
対
し
て
様
々
な
解
釈

を
施
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
解
釈
の
中
で
妥
当
な
解
釈
は
何
れ
の
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
『
古
文
真
宝
』
は
多
く
の
儒
者
達
に
愛
読
・
玩
賞
さ
れ
た
。
最
も

著
名
な
文
人
・
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
は
、
随
筆
『
梅
村
載
筆
』
の
中
で
次
の

よ
う
に
言
う
。

古
文
眞
寶
秋
風
辭
の
註
に
、
三
韻
一
叶
と
あ
る
は
、
微
韻
陽
韻
歌
韻
通
ず
る
な
り
。
末

に
六
韻
一
叶
と
あ
る
は
、
漁
父
の
辭
の
註
な
る
を
、
誤
て
秋
風
韻
の
下
に
置
な
り
。
漁

父
の
庚
韻
、
支
韻
、
微
韻
、
歌
韻
、
灰
韻
、
沃
韻
、
合
せ
て
六
韻
一
叶
し
て
、
前
後
相

ま
じ
へ
て
文
を
な
す
也
。古
來
よ
り
五
山
の
僧
種
々
に
い
へ
ど
も
信
と
す
る
に
た
ら
ず
。

林
羅
山
は
、
「
三
韻
一
叶
」
が
「
秋
風
辞
」
の
注
で
あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
が
後
の
「
漁
父

辞
」
の
注
で
あ
る
と
し
、
そ
の
証
拠
に
「
漁
父
辞
」
で
は
庚
韻
、
支
韻
、
微
韻
、
歌
韻
、
灰

韻
、
沃
韻
の
字
が
混
じ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
祖
渓
徳
濬
や
桂
林
徳
昌
の

解
釈
と
同
様
で
あ
る
。
羅
山
は
こ
の
解
釈
を
自
身
が
製
し
た
『
古
文
後
集
諺
解
』
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
る
。
以
後
、
『
古
文
後
集
諺
解
』
を
端
と
し
て
江
戸
期
の
『
古
文
真
宝
』
の
受

容
が
深
ま
っ
て
い
く
。
現
在
、
こ
の
羅
山
の
解
釈
が
最
も
信
憑
性
の
高
い
解
釈
と
し
て
処
遇

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

林
羅
山
は
両
注
の
置
か
れ
る
位
置
が
誤
り
で
あ
る
と
断
ず
る
立
場
で
あ
る
が
、
両
注
の
置

か
れ
た
場
所
が
変
わ
ら
な
い
と
し
た
時
に
は
、
何
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
「
三
韻

一
叶
」
は
、
「
忘
」
の
下
に
置
か
れ
、
微
韻
（
「
飛
」
「
帰
」
）
と
陽
唐
韻
（
「
芳
」
「
忘
」
）
が

あ
る
た
め
「
二
韻
一
叶
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
「
六
韻
一
叶
」
は
、
文
末
に
置
か
れ
、
歌
韻

（
「
河
」
「
波
」
「
歌
」
「
多
」
「
何
」
）
が
あ
る
た
め
「
五
韻
一
叶
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
解
釈
が
、
最
も
簡
明
、
明
快
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
か
な
り
の
禅
僧
が
指

摘
す
る
も
、
与
え
ら
れ
た
注
本
文
を
固
く
信
用
し
、
解
釈
に
慎
重
に
な
る
あ
ま
り
、
「
版
刻

の
誤
り
」
と
断
定
す
る
注
者
が
現
出
し
て
い
な
い
。
異
国
（
本
場
）
の
文
学
作
品
に
対
す
る

本
朝
文
人
（
禅
僧
）
の
立
場
と
し
て
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
は
、

鸞
岡
省
佐
に
尋
ね
ら
れ
た
明
人
・
祝
允
明
が
「
版
刻
の
誤
り
」
と
断
定
し
て
い
る
の
は
貴
重

な
資
料
と
い
え
よ
う
。

両
注
が
場
所
も
変
わ
ら
ず
、
「
版
刻
の
誤
り
」
す
ら
無
い
と
す
る
な
ら
ば
、
何
れ
の
解
釈

が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
禅
僧
の
注
者
は
、
「
叶
韻
」
に
関
連
す
る
資
料
を
取
り
上
げ
た
り
、

悉
曇
で
考
察
し
た
り
、
韻
鏡
の
音
韻
に
当
て
は
め
た
り
し
て
苦
闘
し
て
い
る
が
、
何
れ
も
注

が
置
か
れ
て
い
る
場
所
や
そ
の
示
し
て
い
る
数
に
無
理
が
生
じ
、
現
在
の
と
こ
ろ
妥
当
と
言

え
る
解
釈
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
受
容
の
様
相
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禅
林
に
お
い
て
、
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
仲
方
円
伊
・
信
仲
以
篤
・
天
英
周
賢
・
清
原
業
忠

・
華
嶽
建
胄
・
天
隠
龍
澤
・
了
庵
桂
悟
・
桂
林
徳
昌
・
正
宗
竜
統
・
祖
渓
徳
濬
・
万
里
集
九

・
鸞
岡
省
佐
・
一
元
光
演
・
湖
月
信
鏡
・
彦
龍
周
興
・
笑
雲
清
三
・
月
舟
寿
桂
・
（
芳
郷
光

隣
）
・
常
庵
龍
崇
・
河
清
祖
瀏
・
彭
叔
守
仙
・
月
渓
聖
澄
等
が
『
古
文
真
宝
』
の
講
抄
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
禅
僧
（
除
、
清
原
業
忠
）
が
「
三
韻
一

叶
」
「
六
韻
一
叶
」
に
つ
い
て
、
自
身
の
解
釈
を
提
示
し
た
り
、
歴
代
の
禅
僧
の
解
釈
を
補

足
説
明
し
て
い
る
。
『
古
文
真
宝
』
を
講
抄
し
な
が
ら
、
新
奇
な
解
釈
で
は
な
か
っ
た
場
合

や
、
抄
と
し
て
書
き
残
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
含
め
る
と
、
『
古
文
真
宝
』
に
精
通
し
て
い

た
学
問
僧
の
数
は
ま
だ
ま
だ
膨
れ
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
師
僧
の
下
で
多
く
の
若
年
僧

が
『
古
文
真
宝
』
の
習
熟
に
励
ん
で
い
た
と
考
え
れ
ば
、
当
期
の
『
古
文
真
宝
』
の
浸
透
の

範
囲
が
い
か
に
広
大
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
理
解
度
が
い
か
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
察
せ

ら
れ
よ
う
。

多
く
の
禅
僧
が
様
々
な
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
は
歴
代
の
学
僧

の
解
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
、
納
得
で
き
る
ま
で
妥
当
な
解
釈
を
見
出
そ
う
と
す
る
禅
僧
の
学
問

修
得
に
対
す
る
姿
勢
の
凄
ま
じ
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
鸞
岡
省
佐
の
よ
う
に
中
国

に
渡
り
、
当
地
の
知
識
人
に
そ
の
解
を
求
め
た
者
ま
で
い
る
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
し

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
僧
の
解
釈
法
を
見
る
と
、
注
の
置
か
れ
た
位
置
や
、
示
さ
れ
て
い
る
数
字
の

面
、
音
韻
の
面
を
始
め
と
し
て
、
何
れ
の
場
合
も
必
ず
そ
の
論
拠
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
博

引
旁
証
の
解
釈
法
は
、
当
期
の
禅
僧
の
解
釈
法
の
特
徴
で
あ
り
、
禅
僧
が
い
か
に
外
集
を
広

く
、
深
く
学
ん
で
い
た
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
古
文
真
宝
』
に
は
多
数
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
歴
代
の
禅

僧
が
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、
そ
れ
ら
の
作
品
解
釈
に
逐
一
光
を
当
て
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
注
】

①
村
上
哲
見
「
第
七
講

五
山
学
僧
の
漢
詩
講
義
Ⅱ
」
（
『
中
国
文
学
と
日
本
十
二
講
』
創

文
社

二
〇
一
三
）
参
照
。

②
柳
田
征
司
氏
「
抄
物
目
録
稿(

原
典
漢
籍
集
類
の
部
）
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一

三
号

二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

③
②
に
よ
れ
ば
、
仁
如
集
堯
・
月
渓
聖
澄
の
講
義
を
記
し
た
抄
と
さ
れ
る
。

④
『
古
文
真
宝
彦
龍
抄
』（
続
抄
物
資
料
集
成
第
五
巻
所
収

清
文
堂

一
九
八
〇
）
参
照
。

⑤
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』（
漢
文
叢
書
第
十
二
冊

博
文
館

一
九
一
四
）
等
参
照
。

⑥
拙
稿
「
鸞
岡
省
佐
『
古
文
真
宝
不
審
』
に
つ
い
て
―
翻
刻
と
本
文
解
説
―
」
（
『
愛
媛
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
第
五
〇
巻

二
〇
一
二
）
参
照
。

⑦
『
古
文
真
宝
桂
林
抄
』（
続
抄
物
資
料
集
成
第
五
巻
所
収

清
文
堂

一
九
八
〇
）
参
照
。

太
田

亨




